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2014 年 4月 28日 センター運営会議
2014 年 5月 26日 センター運営会議
2014 年 6月 30日 センター運営会議
2014 年 7月 28日 センター運営会議
2014 年 9月 29日 センター運営会議
2014 年 10月 23日 部局評価総長ヒアリング
2014 年 10月 27日 センター運営会議
2014 年 11月 7 日 第 7回学生研究交流会
2014 年 11月 25日 センター運営会議
2014 年 12月 6 日 センター公開講演会「『東北アジアの自然誌』- 地球・自然のダイナミクス -」
2014 年 12月 22日 センター運営会議
2015 年 1月 26日 センター運営会議
2015 年 2月 14日 センターシンポジウム「東アジアの世界遺産と文化資源」
2015 年 2月 23日 センター運営会議
2015 年 3月 23日 センター運営会議




























































































































































































































































































































































東北アジア研究センターの平成 26年度の経費は、大学運営資金 4億 7百万円、外部
資金 1億 1千 3百万円で、競争的資金の絞める割合は 22％である。外部資金の獲得に
当たっては、センターの教員に対して科研費への応募を求めている。平成 26年度の科















































機関誌「東北アジア研究」では、本年度第 19号が刊行され、論文 6件、書評 10件が

































平成 18年度  「内なる他者＝周辺民族の自己認識のなかの『中国』―モンゴルと華南
の視座から」
共同研究終了後の平成 19 年度には、有志により次のシンポジウムが開催された。






















































































































































































































































































　平成 26年 11月 7日に毎年恒例の東北大学東北アジア研究センター学生研究交流会が
開催された。今回は第 7回目に当たり、川内北キャンパス講義棟 A-401室において口




氏名 職名 担当開始日 研究科名 専攻名 講座名
寺山恭輔 教授　 H12.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
磯部彰 教授　 H9.4.1 文学研究科 歴史科学 比較文化史学
平野直人 准教授 H21.6.1 理学研究科 地学 岩石地質学
後藤章夫 助教　 H11.8.1 理学研究科 地学 岩石地質学
宮本毅 助教　 H12.4.1 理学研究科 地学 岩石地質学
工藤純一 教授　 H8.4.1 情報科学研究科 情報基礎科学 広域情報処理論
千葉聡 教授 H25.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
鹿野秀一 准教授 H13.4.1 生命科学研究科 生態システム生命科学 地域生態学
佐藤源之 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 地殻環境システム創成学
高橋一徳 助教 H25.4.1 環境科学研究科 環境科学 地殻環境システム創成学
高倉浩樹 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
瀬川昌久 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
上野稔弘 准教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
明日香壽川 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
石井敦 准教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域社会論
栗林均 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論
岡洋樹 教授 H15.4.1 環境科学研究科 環境科学 東北アジア地域文化論




















































































賢一郎准教授はアメリカ・シカゴ大学歴史学部おいて 6月 16日から 20日に開催された



























での 6回が開催された。第 28回が 4月 18日、第 29回が 7月 11日、第 30回が 8月 1日、

























































准教授 2012.4- 荒武賢一朗 日本近世・近代史
助　教 2012.4- 高橋　陽一 日本史、近世旅行史
助　教 2013.10- 友田　昌宏 日本近代政治史
B　現職専任教員等の年齢、勤続年数、博士号取得状況
区　　　　　　　　　分 教　　授 准 教 授 助教・助手
教員の平均年齢　　　（2015 年 3 月現在） 56.8 歳 48.3 歳歳 41.6 歳歳
教員の平均勤続年数　（　　　〃　　　） 11 年 1 ヶ月 10 年 11 ヶ月 8 年 6 ヶ月


















教　授 2013.4- 寺山　恭輔 ロシア・ソ連史、日露・日ソ関係史
教　授 2013.4- 高倉　浩樹 社会人類学、シベリア民族誌
助　教 1999.2- 塩谷　昌史 ロシア経済史、ロシアとアジアとの経済関係
モンゴル・
中央アジア研究
教　授 1999.10- 栗林　　均 言語学・音声学、モンゴル語学
教　授 2006.4- 岡　　洋樹 東洋史、モンゴル史
准教授 1997.4- 柳田　賢二 言語学、ロシア語学、言語接触の研究
中国研究
教　授 1996.10- 磯部　　彰 中国文学、東アジア文化史
教　授 1996.5- 瀬川　昌久 文化人類学、華南地域研究
教　授 2004.4- 明日香壽川 環境政策論
准教授 2001.4- 上野　稔弘 中国現代史、中国民族学
日本・朝鮮
半島研究 准教授 2004.10- 石井　　敦 国際関係論、科学技術社会学
地域生態系
研究
教　授 2013.4- 千葉　　聡 生態学、保全生物学、進化生物学





准教授 2013.4- 平野　直人 地質学、岩石・鉱物・鉱床学、地球宇宙科学
助　教 1999.2- 後藤　章夫 火山物理学、マグマ物性




研究 教　授 2001.4- 工藤　純一 環境情報学、デジタル画像理解学
資源環境科学
研究
教　授 1997.4- 佐藤　源之 電磁波応用工学 
助　教 2013.4- 高橋　一徳 電磁波計測、応用地球物理学
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オチル，アユーダイ／ 1997.10.1 ～ 1998.3.31
 ：モンゴル、モンゴル科学アカデミー歴史研究所所長
李　仁遠（リ　インウォン）／ 1997.12.1 ～ 1998.3.31
 ：韓国、韓国弘益大学校都市土木工学科教授
セリベルストフ，ビァチェスラフ／ 1998.4.1 ～ 1998.6.30
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部経済・産業管理技術研究所副所長
スミルノワ，タマラ／ 1998.5.1 ～ 1998.8.31
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所主任研究員
許　志宏（キョ　シコウ）／ 1998.8.1 ～ 1998.11.30
 ：中国、中国科学院冶金研究所　上級教授
ゲレル，オチル／ 1998.9.1 ～ 1998.12.25
 ：モンゴル、モンゴル技術大学教授
朴　星來（パク　ソンネ）／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
 ：韓国、韓国外国語大学校人文大学史学科教授
クズネツォフ，フョードル，A. ／ 1999.1.1 ～ 1999.3.31
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所長
劉　世徳（リュウ　セトク）／ 1999.4.10 ～ 1999.7.9
 ：中国、中国社会科学院文学研究所教授
イワノフ，ヴィクトル／ 1999.5.1 ～ 1999.8.31
 ：ロシア、ロシア科学アカデミー極東支部　火山研究所教授
朝　克（チョウ　コク）／ 1999.8.1 ～ 1999.10.31
 ：中国、中国社会科学院民族研究所教授
セナラス，ユダヤ　ガミニ／ 1999.9.1 ～ 1999.11.30
 ：スリランカ、モラツワ大学上級講師
鄭　在貞（チョン　ジェジョン）／ 1999.12.2 ～ 2000.3.5
 ：韓国、ソウル市立大学校教授
ブラック，ジョン　アンドルー／ 1999.12.1 ～ 2000.3.31
 ：オーストラリア、ニューサウスウェールズ大学教授
キム・レチュン／ 2000.4.1 ～ 2000.6.30
 ：ロシア、ロシア科学アカデミー世界文学研究所首席研究員
モシキン，ミハイル／ 2000.4.1 ～ 2000.7.31
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　動物分類・生態学研究所教授
李淵昊（ソ　ヨノ）／ 2000.7.1 ～ 2000.9.30
 ：韓国高麗大学教授
イローヒン，ゲナディ／ 2000.8.1 ～ 2000.11.30
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部
確精扎布（チョイジンジャブ）／ 2000.10.1 ～ 2001.1.15
 ：中国内蒙古大学教授
D　研究支援組織の整備・機能状況（2015 年 3 月現在）




専 門 員 高谷　敏晶
主 任 高橋　篤志
主 任 髙橋　千秋
事 務 補 佐 員 前川　順子
事 務 補 佐 員 及川　二美
事 務 補 佐 員 阿部由比子
事 務 補 佐 員 髙橋　麻希
図　書　室
事 務 補 佐 員 佐々木理都子
事 務 補 佐 員 海口　織江
コラボレーション
・オフィス
事 務 補 佐 員 畠山　瑞
派 遣 職 員 熊谷　香
E　教育研究支援者受け入れ状況















及川　高 2014.4.1 ～2015.3.31 災害と地域文化遺産に関わる応用人文学研究ユニット 高倉　浩樹
海　斯琴高娃 2014.11.1 ～2015.3.31 東北アジア言語文化遺産研究ユニット 栗林　　均
F　客員教授（海外）受け入れ状況 ※太字が本年度招聘者
　〔氏名／在任期間：所属〕
カザンツェフ，セルゲイ・V. ／ 1996.10.1 ～ 1996.12.31
 ：ロシア、ロシア科学アカデミーシベリア支部　経済産業技術研究所副所長
石　昌渝（セキ　ショウユ）／ 1997.1.1 ～ 1997.6.30
 ：中国、中国社会科学院大学院教授
－ 36 －
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－ 37 －
サンドラ　ジェロニモ　カテーン／ 2004.3.7 ～ 2004.6.30
 ：フイリピン大学国立地質学研究所助教授
S. V. Rasskazov ／ 2004.7.1 ～ 2004.10.31
 ：イルクーツク州立大学教授
尹　豪／ 2004.6.1 ～ 2004.9.30
 ：吉林大学東北亜研究院・副院長
ミン・ビョンウク／ 2004.10.1 ～ 2005.2.10
 ：釜山大学校師範大学国語教育科教授
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2004.11.1 ～ 2005.2.28
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所固体統計熱力学研究部門教授
フグジルト／ 2005.2.11 ～ 2005.5.31
 ：内蒙古大学教授　兼副学長
A. Yurlov ／ 2005.3.1 ～ 2005.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所主任研究員
銭　杭（チエン・ハン）／ 2005.6.1 ～ 2005.9.30
 ：中国　上海社会科学院歴史研究所研究員
金　喜俊／ 2005.7.1 ～ 2005.10.31
 ：釜山大学教授
S. A. Papkov ／ 2005.10.1 ～ 2006.1.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部歴史研究所上級研究員
金　亜秋／ 2005.11.1 ～ 2006.2.28
 ：中国　復旦大学教授
S. Bouterey ／ 2006.2.13 ～ 2006.6.30
 ：カンタベリー大学言語文化学部助教授・学部長
N. Yurlova ／ 2006.3.1 ～ 2006.6.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
魏　海泉／ 2006.7.1 ～ 2006.10.31
 ：中国　地震局地質研究所副研究員
S. Formanek ／ 2006.7.17 ～ 2006.11.30
 ：オーストリア国立学術アカデミーアジア文化・思想史研究所上級研究員
劉　財／ 2006.11.3 ～ 2007.2.28
 ：中国　吉林大学教授・地球探測科学与技術学院長、地球物理研究所長
ダシダワー，チョローン／ 2006.12.2 ～ 2007.3.15
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所長
L. Kondrashov ／ 2007.3.13 ～ 2007.6.30
 ：ロシア　ハバロフスク州立自然環境管理訓練所長
ツォルモン，ソドノム／ 2007.3.16 ～ 2007.6.30
 ：モンゴル科学アカデミー歴史研究所　シニア・サイエンティスト
高　哲煥　（コー　チュルワン）／ 2000.12.1 ～ 2001.2.28
 ：韓国、ソウル大学校海洋学部教授
馬　建釗（マー　チエンチャオ）／ 2001.2.10 ～ 2001.5.31
 ：中国広東省民族研究所所長
劉嘉麒（リュー　ジャーチ）／ 2001.4.1 ～ 2001.6.30
 ：中国科学院地質学地球物理学研究所所長
タマーラ　エセノヴァ／ 2001.6.1 ～ 2001.9.15
 ：ロシアカルムイク国立大学
ミカエル　エポフ／ 2001.7.1 ～ 2001.10.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部地球物理科学研究所副所長
恩和巴図／ 2001.9.16 ～ 2002.2.28
 ：内蒙古大学蒙古語文研
Dendevin Badarch ／ 2001.11.1 ～ 2002.2.14
 ：モンゴル科学技術大学学長
Victor Okurgin ／ 2002.2.15 ～ 2002.6.14
 ：ロシア科学アカデミー極東支部　火山学研究所
鄭　永振／ 2002.3.31 ～ 2002.8.31
 ：中国延辺大学・渤海史研究所教授
Fan-Niang Kong ／ 2002.6.15 ～ 2002.10.14
 ：ノルウエー土木研究所
アレクセイ A. キリチェンコ／ 2002.9. 1 ～ 2003.1.10
 ：ロシア科学アカデミー東洋学研究所
ウラジミール　ロマノビッチ　ベロスロドフ／ 2002.10.15 ～ 2003.2.14
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所教授
王満特嘎／ 2003.1.11 ～ 2003.5.14
 ：モンゴル中央民族大学言語学院　蒙古語言文学部
Wolfgang-Martin Boerner ／ 2003.2.17 ～ 2003.6.14
 ：イリノイ大学シカゴ校教授
ツイムジト　プルブエワ　ワンチコワ／ 2003.5.16 ～ 2003.9.30
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部モンゴル学チベット学仏教学研究所
金　旭／ 2003.6.15 ～ 2003.10.14
 ：中国吉林大学・地球探測科学興技術学院教授
朴　承憲／ 2003.10.1 ～ 2004.1.31
 ：中国・延辺大学東北亜研究院院長
レオポルド　イサク チェルニャフスキー／ 2003.11.10 ～ 2004.2.29
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部　無機化学研究所情報研究部部長
ネリー　レシチェンコ／ 2004.2.2 ～ 2004.5.31
 ：ロシア科学アカデミー東洋学研究所・上級研究員
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那順烏日図／ 2010.8.1 ～ 2010.11.30
 ：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
李晶／ 2010.9.1 ～ 2011.1.31
 ：中国　広東海洋大学外国語学院教授
ウラジミール・ヤクボフ／ 20010.12.1 ～ 2011.3.31
 ：ロシア　トムスク国立大学教授
セルゲイ・ソコロフ／ 2011.2.1 ～ 2011.2.28
 ：ロシア科学アカデミー地質研究所教授・所長代理
金　旭／ 2011.3.1 ～ 2011.6.30
 ：中国　吉林大学教授
哈琴巴特爾／ 2011.6.11 ～ 2011.9.30 
 ：中国　黒竜江大学・教授
Boerner Wolfgang-Martin ／ 2011.7.1 ～ 2011.9.29
 ：アメリカ　イリノイ大学シカゴ校・名誉教授
斯琴巴特爾（スチンバートル）／ 2011.10.1 ～ 2012.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
敖 特根／ 2012.2.1 ～ 2012.5.31
 ：中国　西北民族大学・教授
Sereenen JARGALAN ／ 2012.2.1 ～ 2012.4.30
 ：モンゴル　モンゴル科学技術大学・教授
Gavrilyeva Tuyara/2012.5.1 ～ 2012.8.31
 : ロシア　サハ共和国北方地域経済研究所・主任研究員
烏力吉巴雅爾／ 2012.6.1 ～ 2012.8.31
 : 中国　中央民族大学・教授
Koch Magaly ／ 2012.9.1 ～ 2012.11.30
 : アメリカ　ボストン大学リモートセンシングセンター・研究准教授
陳　正宏 /2012.10.1 ～ 2012.11.30
 : 中国　復旦大学・古籍整理研究所・教授
Borisov　Andrian ／ 2012.12.1 ～ 2013.3.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・人文学北方先住民研究所・上席
研究員
Chimitdorzhiev Tumen ／ 2013.1.1 ～ 2013.1.31
 : ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部・ブリアート科学センター・物理
物質研究所副所長
Laikhansuren Altanzaya ／ 2013.4.1 ～ 2013.7.31
 ：モンゴル　モンゴル国立教育大学・歴史・社会科学部・教授
潘　建国／ 2013.9.1 ～ 2013.11.30
 ：中国　北京市北京大学・中文系・教授
Ignatyeva Vanda ／ 2007.7.1 ～ 2007.9.30
 ：ロシア　サハ共和国アカデミー人文科学研究所政治学社会学部門部長
Belosludov Vladimir ／ 2007.7.2 ～ 2007.10.31
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部無機化学研究所教授
特木爾巴根／ 2007.10.1 ～ 2008.1.15
 ：中国　内蒙古師範大学蒙古語言文学研究所教授
Voytishek Elena ／ 2007.11.5 ～ 2008.2.29
 ：ロシア　ノボシビルスク国立大学准教授
Yadrenkina Elena ／ 2008.1.16 ～ 2008.5.15
 ：ロシア科学アカデミーシベリア支部動物分類学生態学研究所上級研究員
白音門徳／ 2008.3.1 ～ 2008.6.30
 ：中国　内蒙古大学蒙古言語研究所教授
Jan Olof Svantesson ／ 2008.5.19 ～ 2008.8.31
 ：スウェーデン　ルンド大学教授
飯坂　譲二／ 2008.7.1 ～ 2008.10.31
 ：カナダ　ビクトリア大学地理学科教授
布仁巴図／ 2008.9.1 ～ 2009.1.15
 ：中国　内蒙古大学蒙古学学院教授
Black John Andrew ／ 2008.11.1 ～ 2009.3.31
 ：オーストラリア　シドニー大学建築、設計計画学部教授
Stammler Florian ／ 2009.1.16 ～ 2009.7.15
 ：フィンランド　ラップランド大学北極センター上級研究員
Dubinina Nina ／ 2009.4.1 ～ 2009.6.30
 ：ロシア　ハバロフスク国立教育大学教授
Dashi D. Darizhapov ／ 2009.7.1 ～ 2009.12.31
 ： ロシア科学アカデミー・シベリア支部ブリヤート科学センター物理学部リモー
トセンシング研究室長
Erdene Purevjav ／ 2009.8.1 ～ 2009.11.30
 ：モンゴル科学アカデミー言語文化研究所言語研究部門主任
嘎日迪／ 2009.12.1 ～ 2010.3.31
 ：内蒙古師範大学蒙古学学院教授
曺三相／ 2010.1.1 ～ 2010.5.31
 ：韓国　釜山大学韓国研究所 研究員
Boyakova Sardana ／ 2010.4.11 ～ 2010.7.15
 ： ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　
   20-21 世紀歴史学部門部長
朴慶洙／ 2010.6.1 ～ 2010.8.30
 ：韓国　江陵大学校人文大学日本学科教授
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Boyakova Sardana ／ 2010.4.11 ～ 2010.7.15
 ： ロシア　ロシア科学アカデミーシベリア支部人文学・北方民族問題研究所　
   20-21 世紀歴史学部門部長
朴慶洙／ 2010.6.1 ～ 2010.8.30
 ：韓国　江陵大学校人文大学日本学科教授
－ 41 －



























巴雅爾／ 2013.9.2 ～ 2013.12.31
 ：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus ／ 2014.2.1 ～ 2014.3.14
 ：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授






Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
 ：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研 
 　究所・主任上級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
 ：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23
 ：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
　〔客員教授の出身国（1996 年度～ 2014 年度）〕
－ 42 －



























巴雅爾／ 2013.9.2 ～ 2013.12.31
 ：中国　内蒙古師範大学・旅游学院・教授
Ligthart Leonardus Petrus ／ 2014.2.1 ～ 2014.3.14
 ：オランダ　デルフト工科大学・名誉教授






Chernolutckaia Elena/2014.9.1 ～ 2014.11.30
 ：ロシア　ロシア科学アカデミー極東支部・歴史・考古学・極東諸民族人類学研 
 　究所・主任上級研究員
巴達瑪敖徳斯爾 /2014.10.1 ～ 2015.1.31
 ：中国　内蒙古大学・教授
Kondrashin Viktor/2015.1.20 ～ 2015.4.19
 ：ロシア　ベリンスキー名称国立ペンザ教育大学ロシア史・歴史教授法学科長・教授
Chen Zhining/2015.3.13 ～ 2015.4.23
 ：シンガポール　シンガポール国立大学・教授
　〔客員教授の出身国（1996 年度～ 2014 年度）〕
－ 43 －
　専門研究員
　　 氏　名 期　間 専　門　分　野
トゥルムンフ　オドントヤ 2011.4.1 － 2015.3.31 文化人類学・モンゴル研究
佐藤　憲行 2012.7.17 － 2014.5.30 東洋史・清代モンゴル史
佐々木　聡 2013.4.1 － 2015.3.31 宗教文化史・術数文献の書誌研究
李　善姫 2013.4.1 － 2015.3.31 文化人類学・ジェンダー研究
　日本学術振興会特別研究員
氏　名 期　間 受　入　教　員 資格
小林　宏至 2013.4.1 － 2016.3.31 瀬川　昌久　教授 PD
鈴木　紀之 2012.4.1 － 2015.3.31 千葉　聡　教授 PD




劉　　四新 2007.7.5 － 2007.10.1 ボアホールレーダの数値計算並びに実験
キム　ヂョンホ 2007.7.25 － 2007.8.25
近世韓日の科学技術史と科学技術政策の
政治思想的特性に関する比較研究














王　三　慶 2009.5.27 － 2009.8.26 日本の漢文小説研究
ハタンバーナル
ナツァグ　ドルジ






カジ　エ　カレポマ 2009.11.1 － 2011.3.31 人工衛星の画像処理とデータベース構築
恩　和 2010.6.1 － 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-
1947 年）








Yu Quan 2013.10.1 － 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28 － 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
　フルブライト米国人招聘講師 ･ 研究員
氏　名 期　間 研　究　課　題
Koch　Magaly 2014.9.1 ～ 2015.7.31 乾燥地域におけるリモートセンシングによる環境計測
－ 44 －
　専門研究員
　　 氏　名 期　間 専　門　分　野
トゥルムンフ　オドントヤ 2011.4.1 － 2015.3.31 文化人類学・モンゴル研究
佐藤　憲行 2012.7.17 － 2014.5.30 東洋史・清代モンゴル史
佐々木　聡 2013.4.1 － 2015.3.31 宗教文化史・術数文献の書誌研究
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小林　宏至 2013.4.1 － 2016.3.31 瀬川　昌久　教授 PD
鈴木　紀之 2012.4.1 － 2015.3.31 千葉　聡　教授 PD
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恩　和 2010.6.1 － 2010.6.30 福沢諭吉にみる民族主義思想の形成
チョローン　ダシダワー 2011.8.23 － 2012.6.30
モンゴルにおける日本人抑留兵（1945-
1947 年）








Yu Quan 2013.10.1 － 2014.10.31 中世モンゴル語の研究
Webster　Sophie 2015.3.28 － 2015.5.27 東アジアの陸生貝類の生物地理学研究
　フルブライト米国人招聘講師 ･ 研究員
氏　名 期　間 研　究　課　題










コラボレーション ･ オフィス運営委員会 瀬川昌久 2013.4.1～2015.3.31 人文社会系諸部局
情報シナジー機構情報システム利用連絡会議
　（部局実施責任者） 栗林　均 2012.4.1 ～









































＜学内各種委員会＞　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27年 1月 16 日現在














































































コラボレーション ･ オフィス運営委員会 瀬川昌久 2013.4.1～2015.3.31 人文社会系諸部局
情報シナジー機構情報システム利用連絡会議
　（部局実施責任者） 栗林　均 2012.4.1 ～









































＜学内各種委員会＞　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 27年 1月 16 日現在






































































































































川北合同研究棟管理委員会 岡　洋樹 任期なし センター長








安全保障輸出管理担当者 高橋篤志 2013.4.1 ～
産学連携推進会議 高倉浩樹 2013.4.1 ～
副センター長
（研究戦略担当）































































































川北合同研究棟管理委員会 岡　洋樹 任期なし センター長








安全保障輸出管理担当者 高橋篤志 2013.4.1 ～
産学連携推進会議 高倉浩樹 2013.4.1 ～
副センター長
（研究戦略担当）

























































区　　　　分 2010 2011 2012 2013 2014






科 学 研 究 費 補 助 金 78 77 68 64 40
科学研究費補助金以外の政府資金 0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 16 8 0 0 0
受 託 研 究 17 30 51 64 39
受 託 事 業 5 0 3 4 1
寄 附 金 1 1 45 40 33
学 術 指 導 1 0 0 0 0
総　　　　計 550 592 631 671 520
総計に占める競争的資金の割合 21％ 20％ 26％ 26％ 22％













































































区　　　　分 2010 2011 2012 2013 2014






科 学 研 究 費 補 助 金 78 77 68 64 40
科学研究費補助金以外の政府資金 0 0 0 0 0
民 間 等 と の 共 同 研 究 16 8 0 0 0
受 託 研 究 17 30 51 64 39
受 託 事 業 5 0 3 4 1
寄 附 金 1 1 45 40 33
学 術 指 導 1 0 0 0 0
総　　　　計 550 592 631 671 520
総計に占める競争的資金の割合 21％ 20％ 26％ 26％ 22％






















































2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 計








































































































































































































　　　※ 各種目ごとの 100 万円未満の額は 50 万円以上切り上げ、50 万円未満切り捨て。このことにより
他の集計結果と合致しない場合がある。












2014 年2013 年2012 年2011 年2010 年
B　歳出決算額（国立学校特別会計／大学運営資金・寄付金） （単位：百万円）
　　 区　　　分 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度
人件費 運営費交付金 279 292 236 250 258
物件費
運営費交付金 134 160 144 151 84
その他 19 24 84 98 65





2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 計








































































































































































































　　　※ 各種目ごとの 100 万円未満の額は 50 万円以上切り上げ、50 万円未満切り捨て。このことにより
他の集計結果と合致しない場合がある。












2014 年2013 年2012 年2011 年2010 年
B　歳出決算額（国立学校特別会計／大学運営資金・寄付金） （単位：百万円）
　　 区　　　分 2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度
人件費 運営費交付金 279 292 236 250 258
物件費
運営費交付金 134 160 144 151 84
その他 19 24 84 98 65




2009 年度 2010 年度 2011 年度








1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱
受託研究 5,900 科学技術振興機構 2,200 科学技術振興機構 1,300 科学技術振興機構
7,865 金沢大学 1,300 科学技術振興機構 760 宮城県伊豆沼・内
1,300 埼玉大学 7,099 金沢大学 沼環境保全財団
4,264 福島大学 1,199 埼玉大学 6,744 金沢大学
1,000 宮城県伊豆沼・内 950 宮城県伊豆沼・内 3,215 福島大学
沼環境保全財団 沼環境保全財団 6,500 科学技術振興機構
3,500 福島大学 3,800 栗原市
500 三菱電機㈱ 500 三菱電機
6,266 宮城県
受託事業 5,500 日本学術振興会 2,010 日本学術振興会
280 日本学術振興会 2,250 日本学術振興会
寄 附 金 1,000 カシオ科学振興財団 1,000 稲森財団 300 公益財団法人野村
182 日本科学協会 財団
学術指導 1,000 鹿島建設㈱土木設計本部 500 鹿島建設㈱土木設計本部
210 日本ガス協会
区分
2012 年度 2013 年度 2014 年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究
受託研究 4,264 宮城県地域文化遺産復興 6,500 宮城県地域文化遺産復興 30,631 独立行政法人情報通信
プロジェクト実行委員会 プロジェクト実行委員会 研究機構
2,080 宮城県地域文化遺産復興 5,967 金沢大学 6,264 独立行政法人森林総合研究所
プロジェクト実行委員会 13,750 独立行政法人情報 1,000 独立行政法人新ｴﾈﾙｷﾞ ｰ
6,070 金沢大学 通信研究機構 産業技術総合開発機構
14,960 独立行政法人情報 34,210 独立行政法人情報 243 蔵王町長
通信研究機構 通信研究機構
22,473 独立行政法人情報 2,940 独立行政法人土木 479 独立行政法人科学
通信研究機構 研究所 技術振興機構
525 鹿島建設株式会社
受託事業 2,480 日本学術振興会 2,460 日本学術振興会 54 宮城県知事
74 宮城県知事
920 日本学術振興会
寄 附 金 24,000 特例民法法人上廣 28,000 公益財団法人上廣 30,000 公益財団法人上廣
倫理財団 倫理財団 倫理財団
4,990 三井物産株式会社 11,440 公益財団法人東レ 1,430 公益財団法人東レ
15,130 公益財団法人東レ 科学振興会 科学振興会
科学振興会 100 財団法人東北開発 490 公益財団法人東京
160 公益財団法人日本 記念財団 地学協会















2.42 2.04 2.18 1.80 1.86 2.80
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 平均
3.25 3.25 3.09 2.54 1.86 2.80
　＜科研費採択率実績（2010 年度～ 2014 年度）＞











　　 区　　分 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年
民間等との共同研究
件数 2 2 0 3 3
金額 15,352 7,100 0 0 0
受 託 研 究
件数 7 8 6 5 5
金額 16,748 29,085 50,372 63,367 38,616
受 託 事 業
件数 2 0 1 3 1
金額 4,260 0 2,480 3,454 54
寄 附 金
件数 1 1 4 4 4
金額 1,000 300 44,280 39,810 33,420
学 術 指 導
件数 1 0 0 0 0
金額 500 0 0 0 0
計
件数 13 11 11 15 13




2009 年度 2010 年度 2011 年度








1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱ 1,100 三菱電機特機システム㈱
受託研究 5,900 科学技術振興機構 2,200 科学技術振興機構 1,300 科学技術振興機構
7,865 金沢大学 1,300 科学技術振興機構 760 宮城県伊豆沼・内
1,300 埼玉大学 7,099 金沢大学 沼環境保全財団
4,264 福島大学 1,199 埼玉大学 6,744 金沢大学
1,000 宮城県伊豆沼・内 950 宮城県伊豆沼・内 3,215 福島大学
沼環境保全財団 沼環境保全財団 6,500 科学技術振興機構
3,500 福島大学 3,800 栗原市
500 三菱電機㈱ 500 三菱電機
6,266 宮城県
受託事業 5,500 日本学術振興会 2,010 日本学術振興会
280 日本学術振興会 2,250 日本学術振興会
寄 附 金 1,000 カシオ科学振興財団 1,000 稲森財団 300 公益財団法人野村
182 日本科学協会 財団
学術指導 1,000 鹿島建設㈱土木設計本部 500 鹿島建設㈱土木設計本部
210 日本ガス協会
区分
2012 年度 2013 年度 2014 年度
金額 受　入　先 金額 受　入　先 金額 受　入　先
共同研究
受託研究 4,264 宮城県地域文化遺産復興 6,500 宮城県地域文化遺産復興 30,631 独立行政法人情報通信
プロジェクト実行委員会 プロジェクト実行委員会 研究機構
2,080 宮城県地域文化遺産復興 5,967 金沢大学 6,264 独立行政法人森林総合研究所
プロジェクト実行委員会 13,750 独立行政法人情報 1,000 独立行政法人新ｴﾈﾙｷﾞｰ
6,070 金沢大学 通信研究機構 産業技術総合開発機構
14,960 独立行政法人情報 34,210 独立行政法人情報 243 蔵王町長
通信研究機構 通信研究機構
22,473 独立行政法人情報 2,940 独立行政法人土木 479 独立行政法人科学
通信研究機構 研究所 技術振興機構
525 鹿島建設株式会社
受託事業 2,480 日本学術振興会 2,460 日本学術振興会 54 宮城県知事
74 宮城県知事
920 日本学術振興会
寄 附 金 24,000 特例民法法人上廣 28,000 公益財団法人上廣 30,000 公益財団法人上廣
倫理財団 倫理財団 倫理財団
4,990 三井物産株式会社 11,440 公益財団法人東レ 1,430 公益財団法人東レ
15,130 公益財団法人東レ 科学振興会 科学振興会
科学振興会 100 財団法人東北開発 490 公益財団法人東京
160 公益財団法人日本 記念財団 地学協会















2.42 2.04 2.18 1.80 1.86 2.80
　＜一人当たりの獲得額（採択金額／教員数）＞（単位：百万円）
2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 平均
3.25 3.25 3.09 2.54 1.86 2.80
　＜科研費採択率実績（2010 年度～ 2014 年度）＞











　　 区　　分 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年
民間等との共同研究
件数 2 2 0 3 3
金額 15,352 7,100 0 0 0
受 託 研 究
件数 7 8 6 5 5
金額 16,748 29,085 50,372 63,367 38,616
受 託 事 業
件数 2 0 1 3 1
金額 4,260 0 2,480 3,454 54
寄 附 金
件数 1 1 4 4 4
金額 1,000 300 44,280 39,810 33,420
学 術 指 導
件数 1 0 0 0 0
金額 500 0 0 0 0
計
件数 13 11 11 15 13
金額 37,860 36,485 97,132 106,631 72,631
－ 55 －
　＜補助金間接経費＞ （金額単位：百万円）
　　 区　　分 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度
補助金間接
経　費
件　数 22 22 27 26
金　額
（百万円）



































































向けて（24340128） 3,300 990 






変遷―宗族を通した検証（24520907） 300 90 















性能評価とその応用（24612001） 700 210 
























母神信仰をめぐって―（25370040） 1,000 300 









































































































　　 区　　分 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度
補助金間接
経　費
件　数 22 22 27 26
金　額
（百万円）



































































向けて（24340128） 3,300 990 






変遷―宗族を通した検証（24520907） 300 90 















性能評価とその応用（24612001） 700 210 
























母神信仰をめぐって―（25370040） 1,000 300 
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Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
－ 152 －
үеийн жишээгээр Чин улс ба монголчууд 2014  
Боржигин Хөхмөчир Манж Чин улсын үеийн Өвөр Монголын Харчин орны цагдан 
сэргийлэх байгууламж тай пин шэгийн тухай Чин улс ба монголчууд
2014  
И. Саруул Манжийн эзэн хааны шадар түшмэл. Зүүнгарыг төвшитгөн тогтоох цэргийн 
жанжин Банди Чин улс ба монголчууд 2014  
Боржигидай Оюунбилэг Зургадугаар Далай лам Цанъянжамсын таалал төгссөний 
учир. Дайчин гүрний хаан ордны нууц дансын баримтаас Чин улс ба монголчууд
2014  
С. Чулуун Алтан хаан хэмээн нэрийдсний учирт Чин улс ба монголчууд
2014  
Хурц Чин улсын үеийн Харчин гурван хошууны тамгын газрын данс ба түүнтэй 
холбогдсон асудлууд Чин улс ба монголчууд 2014  
Э. Жигмэддорж XVII зууны Халхын засаг ноёдын тухай асуудалд Чин улс ба 
монголчууд 2014  
Насан-Өлзий Саган Сэцэний Эрдэнийн товчид бичигдсэн Монголын түүхийн эх 
сурвалжийн тухай Чин улс ба монголчууд 2014  
Ц. Цэрэндорж Манжийн эрхшээлийн үеийн Монголын түүхэнд холбогдох солонгос 
сурвалжийн зарим мэдээ Чин улс ба монголчууд
2014  
Хөхцахар Эрдэнэчлуу Land Tenure in Pre-modern Mongolia: An Approach Based on New 
Sources from the Qing Era. Чин улс ба монголчууд
2014  




С. Чулуун, Хурц, Ока Хироки Чин улс ба монголчууд
2014  
S. Chuluun “The “Oirad” ayimaG lead by QutuG: Original Habitat, Titles, Recovery”
Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Oka Hiroki Rethinking the Historical Reality of Borderline in Qing era Mongolia: the Case 
of “Willow Wall” as the Eastern Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment,2014 9 5  
E. Jigmeddorj Some Problems of the Study on the Birch Documents of Qalq-a Eurasian 
Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
O. Oyunjargal “TosGon” of the Qing Era Qalq-a Mongolia Eurasian Nomadic Pastoralism: 
History, Culture, Environment,2014 9 5  
Colmongerel Nomadic Situations of Yekešabi Judging from Pasture Conflicts: A Case in 
Central Right Last Banner of Tusiyetu Qan Ayimaγ in Outer Mongolia during the Qing 
Period Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Horiuchi Kaori Border Line and Nomadic Pastoralism in Qing dynasty: Examining the 
Cases of "nutug" between Khalkh and Barga Eurasian Nomadic Pastoralism: History, 
Culture, Environment,2014 9 5  
L. Altanzaya On the Pastureland of the Shavinar of IlaGuGsan QutuGtu of Qalq-a JasaGtu 
qaGan ayimaG Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014
9 5  
B. Batsuren Problems of the History of Inner Asian Nomads Eurasian Nomadic 
Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
Borisov Andrian Afanasyevich Ulus as the universal form of economical, social and political 
organization of Turkic and Mongolian Peoples Eurasian Nomadic Pastoralism: History, 
Culture, Environment,2014 9 5  
Qurca The Nomadic Pastoralism Managed by the Inner Mongolian Buddhist Churches in 
the Qing Times Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014
9 5  
Qau, Zhiceng The Tourist Business in the Pastoral Region and the Development of the 
Region Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Yang Bayar Migrating Tourism viewed from Nomadic Pastoralism Eurasian Nomadic 
Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
B. Natsagdorj The Uriyangqai of Kovsgol: From Reindeer Nomadic Pastoralist to 
Pastoralist Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9
5  
D. Erdenebaatar Archaeological Study on the Culture of the Bronze and the Iron Age of 
Mongolia Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Vasilyev Valeriy Egorovich Scythian-Siberian roots of graves with horse on the territory 
of Yakutia (by modern ethnographical dates) Eurasian Nomadic Pastoralism: History, 
Culture, Environment,2014 9 5  
S. Soronzonbold The Musical Score of Mongolian Nomads Eurasian Nomadic Pastoralism: 
History, Culture, Environment,2014 9 5  
B. Baatarkhuu The Dwellings of Central Asian Nomads: Tradition and Transformation
Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Antonov Egor Petrovich Language construction in Yakutia and Buryatia in a context of a 
revitalization of a political pantyurkizm and a panmonlogizm in the 1920th Eurasian 
Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
Nasun-Oljei The Mongolian State Rituals Based on the Nomadic Culture Eurasian 
Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
Kazato Mari Variability of seizes of Ger, Mongolian dwelling through life stages Eurasian 
Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5  
－ 153 －
M. Urgamal The Vegetation of Mongolia and Its Traditional Understandings of Nomadic 
Peoples Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Ignatyeva Vanda Borisovna North horse-breeding in the context of the global climate 
change Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Borjigin Burensain The Nature views of Nomadic Pastoralists in the conception of "Gajar-
un sudal Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Takakura Hiroki Arctic adaptation reconsidered: Horse-cattle pastoralism in Siberia as 
exception or legitimate adaptation Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment,2014 9 5  
Siye Yungmei The Recovery of Traditional Nomadic Pastoralism in the Agriculturalist 
Mongolian: The Case of Four Nomadic Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment,2014 9 5  
Mungkebayar Study on the Ethnic Pastoral Economy Eurasian Nomadic Pastoralism: 
History, Culture, Environment,2014 9 5  
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M. Urgamal The Vegetation of Mongolia and Its Traditional Understandings of Nomadic 
Peoples Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Ignatyeva Vanda Borisovna North horse-breeding in the context of the global climate 
change Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Borjigin Burensain The Nature views of Nomadic Pastoralists in the conception of "Gajar-
un sudal Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, Environment,2014 9 5
 
Takakura Hiroki Arctic adaptation reconsidered: Horse-cattle pastoralism in Siberia as 
exception or legitimate adaptation Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment,2014 9 5  
Siye Yungmei The Recovery of Traditional Nomadic Pastoralism in the Agriculturalist 
Mongolian: The Case of Four Nomadic Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment,2014 9 5  
Mungkebayar Study on the Ethnic Pastoral Economy Eurasian Nomadic Pastoralism: 
History, Culture, Environment,2014 9 5  
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Ока Хироки Чингийн үеийн Монгол дахь хилийн түүхэн бодит байдлыг дахин шинжих 
нь
VI международная научно-
практическая конференция по теме "Роль миграции в социально-экономическом и 
демографическом развитии посылающих и принимающих стран Евразии: регионы 
Восточной Европы и Центральной Азии" 2014 11 6
－ 160 －
变 为
Ока Хироки Чингийн үеийн Монгол дахь хилийн түүхэн бодит байдлыг дахин шинжих 
нь
VI международная научно-
практическая конференция по теме "Роль миграции в социально-экономическом и 
демографическом развитии посылающих и принимающих стран Евразии: регионы 


























































































































































































“XVII зууны Оросын эзэн хаан Монгол ноёны харилцаа: Лувсангийн “самуун”- ы учирт 
－ 189 －
侨乡 认识 视 马 亚 华 吕 侨乡 动
・ S. Chuluun (Institute of History, MAS.), “The “Oirad” ayimaG lead by QutuG: 
Original Habitat, Titles, Recovery” 
・ Oka Hiroki (CNEAS.TU), “Rethinking the Historical Reality of Borderline in 
Qing era Mongolia: the Case of “Willow Wall” as the Eastern Border of “the 
Outer Mongols” 
・ E. Jigmeddorj (Institute of History, MAS), “Some Problems of the Study on the 
Birch Documents of Qalq-a” 
・ O. Oyunjargal (National University of Mongolia), ““TosGon” of the Qing Era 
Qalq-a Mongolia” 
・ Colmongerel (Kobe University), “Nomadic Situations of Yekešabi Judging from 
Pasture Conflicts: A Case in Central Right Last Banner of Tusiyetu Qan Ayimaγ 
in Outer Mongolia during the Qing Period” 
・ Horiuchi Kaori (Tohoku University), “Border Line and Nomadic Pastoralism in 
Qing dynasty: Examining the Cases of "nutug" between Khalkh and Barga” 
・ L. Altanzaya (Mongolian State University of Education), “On the Pastureland of 
the Shavinar of IlaGuGsan QutuGtu of Qalq-a JasaGtu qaGan ayimaG” 
－ 190 －
侨乡 认识 视 马 亚 华 吕 侨乡 动
・ S. Chuluun (Institute of History, MAS.), “The “Oirad” ayimaG lead by QutuG: 
Original Habitat, Titles, Recovery” 
・ Oka Hiroki (CNEAS.TU), “Rethinking the Historical Reality of Borderline in 
Qing era Mongolia: the Case of “Willow Wall” as the Eastern Border of “the 
Outer Mongols” 
・ E. Jigmeddorj (Institute of History, MAS), “Some Problems of the Study on the 
Birch Documents of Qalq-a” 
・ O. Oyunjargal (National University of Mongolia), ““TosGon” of the Qing Era 
Qalq-a Mongolia” 
・ Colmongerel (Kobe University), “Nomadic Situations of Yekešabi Judging from 
Pasture Conflicts: A Case in Central Right Last Banner of Tusiyetu Qan Ayimaγ 
in Outer Mongolia during the Qing Period” 
・ Horiuchi Kaori (Tohoku University), “Border Line and Nomadic Pastoralism in 
Qing dynasty: Examining the Cases of "nutug" between Khalkh and Barga” 
・ L. Altanzaya (Mongolian State University of Education), “On the Pastureland of 
the Shavinar of IlaGuGsan QutuGtu of Qalq-a JasaGtu qaGan ayimaG” 
－ 191 －
・ Marianna Monge-Baiyrovna Kharunova (Tuvan Institute for the Study of 
Humanities Republic of Tyva ), “Social Changes in Traditional Tuvan Society in 
Connection with the Passage of Tuvans to Settled Way of Life (1944-1961)” 
・ B. Batsuren (Institute of History, MAS), “Problems of the History of Inner Asian 
Nomads” 
・ Borisov Andrian Afanasyevich (Institute for Humanities Research and 
Indigenous Studies of the North (IHRISN), SB RAS), “Ulus as the universal 
form of economical, social and political organization of Turkic and Mongolian 
Peoples” 
・ Qurca (Inner Mongolian Normal University), “The Nomadic Pastoralism 
Managed by the Inner Mongolian Buddhist Churches in the Qing Times” 
・ Qau, Zhiceng (Inner Mongolian Normal University), “The Tourist Business in 
the Pastoral Region and the Development of the Region” 
・ Yang Bayar (Inner Mongolian Normal University), “Migrating Tourism viewed 
from Nomadic Pastoralism” 
・ B. Natsagdorj (Institute of History, MAS), “The Uriyangqai of Kovsgol: From 
Reindeer Nomadic Pastoralist to Pastoralist” 
・ D. Erdenebaatar (National University of Mongolia), “Archaeological Study on 
the Culture of the Bronze and the Iron Age of Mongolia” 
・ Vasilyev Valeriy Egorovich (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “Scythian-Siberian roots of 
graves with horse on the territory of Yakutia (by modern ethnographical dates)” 
・ S. Soronzonbold (University of Culture and Arts), “The Musical Score of 
Mongolian Nomads” 
・ B. Baatarkhuu (Institute of History, MAS), “The Dwellings of Central Asian 
Nomads: Tradition and Transformation” 
・ Antonov Egor Petrovich (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “Language construction in 
Yakutia and Buryatia in a context of a revitalization of a political pantyurkizm 
and a panmonlogizm in the 1920th" 
・ Nasun-Oljei (Inner Mongolian Normal University), “The Mongolian State 
Rituals Based on the Nomadic Culture” 
・ Kazato Mari (Hokusei Gakuen University Junior College), “Variability of seizes 
of Ger, Mongolian dwelling through life stages” 
・ M. Urgamal (Institute of Botany, MAS), “The Vegetation of Mongolia and Its 
Traditional Understandings of Nomadic Peoples” 
・ Ignatyeva Vanda Borisovna (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “North horse-breeding in the 
context of the global climate change” 
・ Borjigin Burensain (University of Shiga), “The Nature views of Nomadic 
Pastoralists in the conception of "Gajar-un sudal"” 
・ Takakura Hiroki (CNEAS.TU), “Arctic adaptation reconsidered: Horse-cattle 
pastoralism in Siberia as exception or legitimate adaptation” 
・ Elena Samrina (Khakas Research Institute of Language, Literature and 
History), “Ecological conditionality of life activity of nomads traditional cultures 
(based on the Khakass - Minusinsk region)” 
・ Siye Yungmei (Inner Mongolian Normal University), “The Recovery of 
Traditional Nomadic Pastoralism in the Agriculturalist Mongolian: The Case of 
Four Nomadic qosiGus of Kölünbuyir” 




・ Marianna Monge-Baiyrovna Kharunova (Tuvan Institute for the Study of 
Humanities Republic of Tyva ), “Social Changes in Traditional Tuvan Society in 
Connection with the Passage of Tuvans to Settled Way of Life (1944-1961)” 
・ B. Batsuren (Institute of History, MAS), “Problems of the History of Inner Asian 
Nomads” 
・ Borisov Andrian Afanasyevich (Institute for Humanities Research and 
Indigenous Studies of the North (IHRISN), SB RAS), “Ulus as the universal 
form of economical, social and political organization of Turkic and Mongolian 
Peoples” 
・ Qurca (Inner Mongolian Normal University), “The Nomadic Pastoralism 
Managed by the Inner Mongolian Buddhist Churches in the Qing Times” 
・ Qau, Zhiceng (Inner Mongolian Normal University), “The Tourist Business in 
the Pastoral Region and the Development of the Region” 
・ Yang Bayar (Inner Mongolian Normal University), “Migrating Tourism viewed 
from Nomadic Pastoralism” 
・ B. Natsagdorj (Institute of History, MAS), “The Uriyangqai of Kovsgol: From 
Reindeer Nomadic Pastoralist to Pastoralist” 
・ D. Erdenebaatar (National University of Mongolia), “Archaeological Study on 
the Culture of the Bronze and the Iron Age of Mongolia” 
・ Vasilyev Valeriy Egorovich (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “Scythian-Siberian roots of 
graves with horse on the territory of Yakutia (by modern ethnographical dates)” 
・ S. Soronzonbold (University of Culture and Arts), “The Musical Score of 
Mongolian Nomads” 
・ B. Baatarkhuu (Institute of History, MAS), “The Dwellings of Central Asian 
Nomads: Tradition and Transformation” 
・ Antonov Egor Petrovich (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “Language construction in 
Yakutia and Buryatia in a context of a revitalization of a political pantyurkizm 
and a panmonlogizm in the 1920th" 
・ Nasun-Oljei (Inner Mongolian Normal University), “The Mongolian State 
Rituals Based on the Nomadic Culture” 
・ Kazato Mari (Hokusei Gakuen University Junior College), “Variability of seizes 
of Ger, Mongolian dwelling through life stages” 
・ M. Urgamal (Institute of Botany, MAS), “The Vegetation of Mongolia and Its 
Traditional Understandings of Nomadic Peoples” 
・ Ignatyeva Vanda Borisovna (Institute for Humanities Research and Indigenous 
Studies of the North (IHRISN) of the SB RAS), “North horse-breeding in the 
context of the global climate change” 
・ Borjigin Burensain (University of Shiga), “The Nature views of Nomadic 
Pastoralists in the conception of "Gajar-un sudal"” 
・ Takakura Hiroki (CNEAS.TU), “Arctic adaptation reconsidered: Horse-cattle 
pastoralism in Siberia as exception or legitimate adaptation” 
・ Elena Samrina (Khakas Research Institute of Language, Literature and 
History), “Ecological conditionality of life activity of nomads traditional cultures 
(based on the Khakass - Minusinsk region)” 
・ Siye Yungmei (Inner Mongolian Normal University), “The Recovery of 
Traditional Nomadic Pastoralism in the Agriculturalist Mongolian: The Case of 
Four Nomadic qosiGus of Kölünbuyir” 






“Хонгоройн хиргисийн харьяаллын тухай товч өгүүлэх нь
－ 196 －
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学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
東北大学リベラルアーツサロン（講演会 · セミナー） 2014年 4月～ 2014年 4月
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
男女共同参画委員会 2013年 4月～ 2015年 3月
学術情報整備検討委員会 2014年 3月～現在
学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
修士２人










国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Политические и повседневные аспекты сталинизма: новые факты и интерпретации 
[Российско-японский симпозиум]
(2014年 12月 22日～ 2014年 12月 22日 , ロシア , モスクワ ) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
1930 年代を中心とするソ連の対モンゴル、新疆政策の類似点と相違点 [近現代東北ア
ジア地域史研究会大会 ]
(2014年 12月 6日～ 2014年 12月 6日 , 大津 ) 口頭（一般）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
Российско-японский симпозиум　(2014年 12月 22日～ 2014年 12月 22日 , ロシア , モ
スクワ ) ［主催］オーガナイザー
国内会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
ロシア極東研究会　(2014年 7月 26日～ 2014年 7月 26日 , 仙台 ) ［主催］オーガナイザー
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
JFE 財団アジア歴史研究助成 2015年 1月～ 2015年 12月 [二十世紀前半の極東アジア
諸国による交通政策と社会変動 ]
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Политические и социальные аспекты истории сталинизма. Новые факты и 
интерпретации. [РОССПЭН, (2015)3 月 ] С. А. Папков, К. Тэраяма ред.
2) スターリンと新疆 :1931̶1949 年 ,638p. [社会評論社 , (2015)3 月 ] 寺山恭輔
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1)Советская политика по развитию сети железных дорог наДальнем Востоке в 1930-
е гг.: военизация, политотделы, строительство вторых путей. [С. Папков, К. Тэраяма ед., 
Политические и социальные аспекты истории сталинизма. Новые факты и интерпретации, 
(2015), 50-85] ТЭРАЯМА КИОСУКЭ　「査読無」
－ 209－
ロシア・シベリア研究分野
総説・解説記事（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 書評 Е. Н. Чернолуцкая, Принудительные миграции на советском Дальнем Востоке в 
1920-1950-е гг., Владивосток: Дальнаука.2011. 512 с.. [東北アジア研究 , (19), (2015), 219-
226] 寺山恭輔
2) 書評Н. Г. Кулинич, Повседневная культура горожан советского Дальнего Востока 
в 1920-1930-е годы, Хабаровск: Издательство Тихоокеанского государственного 




















































































日本文化人類学会 , 国際極北社会科学学会 , 日本民俗学会 , 生態人類学会
学会活動










シベリア , ロシア , 生態人類学 , 先住民と国家関係論、災害人類学、応用映像人類学
生業 , 気候変動 , 災害 , 映像人類学 , シベリア , 北極圏 , 北日本
報道（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）
・公共人類学 -人類学の社会貢献（出演  執筆　テレビ　放送大学） 2014年 4月
・ キャンパス発　無形文化財震災後の歩み（出演  執筆　新聞　読売新聞（宮城県版））
2014年 10月
・トナカイのひみつ（資料提供　雑誌　『幼稚園』2014 年 12 月号（小学館））
2014年 11月
・ 再生　せんだい　ひと模様　地区復興への大きな力に　「みやしんぶん」プロジェク
ト代表　高倉浩樹さん（出演  執筆　新聞　河北新報（夕刊））2014年 12月
－ 213－
ロシア・シベリア研究分野
・Jam the world, Hear to Heart（出演  執筆　その他　J-WAVE（ＦＭラジオ））
2015年 1月
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
国際北極科学委員会（IASC）人間社会作業部会（SHWG）日本委員 2013年 4月̶現
在
Verlag der Kulturstiftung Sibirien | SEC Publications Member of Editorial Board of 
Studies in Social and Cultural Anthropology 2011年 04月～現在
大同生命地域研究賞選考委員会大同生命地域研究賞推薦委員 2013年 04月～現在
北海道大学スラブ  ユーラシア研究センター共同利用  共同研究拠点運営委員
会委員 2014年 04月～ 2016年 03月
Северо-Восточный гуманитарный вестник
(ИГИ и ПМНС, СО РАН) Foreign member　2014年 4月～現在
日本学術会議第 23-24 期連携会員（地域研究） 2014年 10月～ 2020年 9月
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
ロシア交流推進室室員 2009年 12月～現在
学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
修士 2人








地域環境 社会システム学セミナ～ 2003年～ 現在
地域環境 社会システム学修士研修 2003年～ 現在
博士インタ～ンシップ研修 2003年～ 現在
地域環境 社会システム学研修 2003年～ 現在






Advanced Environment Studies 2014年～ 2016年
東北アジア比較社会組織論 2014年～ 2015年
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・The interaction of permafrost dynamics with the arctic adaptation in Siberia: some 
thoughts on the historical possibilism and the environmental constraints [ASSW 
2014 Workshop on Permafrost Dynamics and Indigenous Land Use]
(2014年 4月 6日～ 2014年 4月 7日 , フィンランド , Helsinki) シンポジウム  ワーク
ショップ  パネル（指名）
・Horses as objects of carnivorous pastoralism. Multiple usage of species as 
an ecological adaptation in Siberia. [University of Aberdeen, Department of 
Anthropology Seminar] (2014年 4月 24日～ 2014年 4月 24日 , イギリス , アバディーン ) 
口頭（招待  特別）
・Toward an applied disaster anthropology: from reﬂ ections on post-disaster recovery 
local memory recording and intangible cultural heritage projects[International 
Union of Anthropology and Ethnological Sciences Inter-congress 2014] (2014 年 5 月
14日～ 2014年 5月 18日 , 日本国 , 千葉 ) シンポジウム  ワークショップ  パネル（指名）
・Arctic adaptation reconsidered: Horse-cattle pastoralism in Siberia as exception 
or legitimate adaptation [Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 
Environment] (2014年 9月 4日～ 2014年 9月 6日 , モンゴル , Ulaanbaatar) 口頭（一般）
・Applied disaster anthropology: lessons learnt from the Tohoku Earthquake[Tohoku/
Chirstchurch: Reﬂ ections on the Socio-cultural Impacts of the Quakes]
(2014年 10月 30日～ 2014年 10月 31日 , ニュージーランド , クライストチャーチ ) シ
ンポジウム  ワークショップ  パネル（指名）
・The Intangible Cultural Heritage Survey after 3.11 Tohoku Earthquake and 
the role anthropology[The 6th International Graduate Students and Scholars 
Conference (IGSSC) on Indonesia Graduate School Gadjah Mada University 
Indonesia, SPECIAL SESSION“The Role of Religious Culture and Social-Human 
Sciences after Disaster”] (2014年 11月 19日～ 2014年 11月 20日 , インドネシア , 
Yogyakarta) シンポジウム  ワークショップ  パネル（指名）
－ 215－
ロシア・シベリア研究分野
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・被災後の無形民俗文化財調査から学んだこと [現代民俗学会第 24 回研究会「何がで
きて、何ができないのか―『無形民俗文化財が被災するということ』からつかみとる課
題」](2014年 7月 26日～ 2014年 7月 26日 ) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
・震災後の緊急無形文化遺産調査と防災調査体制構築へ [公開フォーラム「文化遺産の
人類学」] (2014年 11月 8日～ 2014年 11月 8日 , 大坂 ) シンポジウム ワークショップ 
パネル（指名）
・コメント [第九回　無形民俗文化財研究協議会「地域アイデンティティと民俗芸能」]
(2014年 12月 5日～ 2014年 12月 5日 ) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
 ASSW 2014 Workshop on Permafrost Dynamics and Indigenous Land Use
 (2014年 4月 6日～ 2014年 4月 7日 , フィンランド , Helsinki) ［運営］Convenor
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）




[Arctic Pastoralist Sakha: Ethnography of Evolution and Micro-adaptation in 
Siberia］
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 食と儀礼をめぐる地球の旅：先住民文化からみたシベリアとアメリカ（執筆担当部分）
まえがき、終章、編者としては全体 . [東北大学出版会 , (2014)10 月 ]
高倉浩樹、山口未花子
2) 展示する人類学－日本と異文化をつなぐ対話 . [昭和堂 , (2015)1 月 ]
高倉浩樹（編）
3) Arctic Pastoralist Sakha: Ethnography of Evolution and Microadaptation in 




研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 調査写真  画像から展示をつくるー現地と母国の市民をつなぐ応用映像人類学 . [分
藤大翼ほか編『フィールド映像術』古今書院 , (2015), 126-141]
高倉浩樹（査読無）
2) 序　展示する人類学 [高倉浩樹編『展示する人類学』昭和堂 , (2015), 1-20]
高倉浩樹（査読有）
3) 写真資料をめぐる対話 [高倉浩樹編『展示する人類学』昭和堂 , (2015), 203-232]
高倉浩樹（査読有）
4) 恵みの洪水が災いの水にかわるとき [シベリア　温暖化する極北の水環境と社会（檜
山哲哉  藤原潤子編、京都大学学術出版会）, (2015), 173-222]
高倉浩樹（査読有）
総説・解説記事（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 書評：稲村哲也著『遊牧  移牧  定牧』 [週間読書人 , 3045, (2014), 4-4]
高倉浩樹
2) 国際機関と先住民 [丸善世界民族百科事典（国立民族学博物館編）, (2014)]
高倉浩樹
3) 先住民社会と都市部における持続可能な社会システム構築 [北極環境研究コンソーシ
アム北極環境研究の長期構想 , (2014), 87-88]
高倉浩樹（査読有）
4) 宮城県津波被災地における無形民俗文化財調査 [昭和堂 SEEDer：地球環境情報から
考える地球の未来 , 11,(2014), 82-82]
高倉浩樹
5) モンゴルの草原でひらすら馬乳酒を飲んだ旅 [東北アジア学術交流懇話会ニュースレ







































































社会経済史学会、土地制度史学会、American Association for the Advancement of 
Slavic Studies、比較経済体制学会、経営史学会
学会活動









報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
「ウクライナ危機問題」『東北大学新聞』（2014年 11月 18日）
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
日本学術振興会　特別研究員審査会専門委員及び国際事業委員会書面審査員（2013年 8
月 1日～ 2014年 7月 31日）
地域研究コンソーシアム運営委員
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
ロシア交流推進室・室員
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(全学教育 )
基礎ゼミ　国際関係の中のロシア 2014年～ 2014年
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
ロシア更紗とアジア商人 [糸 布 衣の循環史研究会　シリーズ第 1 回 ]
(2014年 7月 26日～ 2014年 7月 26日 , 東京都町田市 ) 口頭（招待 特別）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
The Third Social Science and Humanities Forum between Japan and Russia
(2015年 3月 5日～ 2015年 3月 5日 , 日本国 , 仙台 ) ［主催］全体のコーディネーター
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
(挑戦的 ) 萌芽研究 2014年 4月～ 2016年 3月
[帝政ロシアの統治構造̶情報収集 管理の観点から̶]
総説・解説記事（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 地域から研究する産業 企業―フィールドワークとディシプリン . [地域研究コンソー









































































学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
日本モンゴル学会副会長
（財団法人）日本モンゴル協会理事
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
貴重図書等委員会委員
学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
博士１（副査）、修士２（主査）
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
内陸アジア文献研究
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
内蒙古大学蒙古学院講演 2014年 9月
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 「蒙漢字典」̶資料編 原本影印̶ [東北大学東北アジア研究センター , (2014)11 月 ]
栗林均




ター , (2015)2 月 ]
栗林均、斯欽巴図（スチンバト）











































































































学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
日本モンゴル協会評議員









学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
博士 1人












国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
 Чингийн ү Yеиийн Монгол дахь хилийн түүхэн бодит байдлыг дахин шинжих нь.[Евроа-
зийн Нүүдлийн Аж Ахуй: Түүх,Соёл, Хүрээлэх орчин.](2014年 9月 5日～ 2014年 9月 5日 , 
モンゴル , Ulaanbaatar) 口頭（招待 特別）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
「モンゴルにおける清朝統治の変動の歴史的意味―人の移動を中心に」[越境の東北ア
ジア：統治の動揺と地域流動化 ](2015年 3月 8日～ 2015年 3月 8日 , 東京 ) 口頭（招
待 特別）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
International Symposium “Eurasian Nomadic Pastoralism: History, Culture, 






国内会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
越境の東北アジア：統治の動揺と地域流動化 (2015年 3月 8日～ 2015年 3月 8日 , 東京、
東北大学東京分室 ) ［主催］
その他研究活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
「清代蒙古史的諸問題」海外知名学者民大講壇、中国中央民族大学蒙古語言文学系、
2014年 9月 22～ 26日
「在日游牧人歴史研究特点」2014年 9月 22日、中央民族大学文華楼西区 802教室
「満清時期的蒙古在蒙古史上的地位」2014年 9月 23日、文華楼西区 802教室
「満清時期蒙古歴史中是否有政治史」2014年 9月 24日、文華楼西区 805教室
「満清時期是否封閉控制過蒙古人呢」2014年 9月 25日、文華楼西区 802教室
「満清時期的蒙古歴史的連続性」2014年 9月 26日、文華楼西区 802教室
受賞・その他特記事項（2014年 4月～ 2015年 3月）
 モンゴル科学アカデミー歴史研究所名誉博士（2014年 3月 21日付）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (A) 2011年 4月～ 2015年 3月 [東北アジアにおける辺境地域社会再編と共生
様態に関する歴史的 現在的研究 ]
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Чин Улс ба Монголчууд. Монгол улсын ШУА-ийн Түүхийн Хүрээлэн, БНХАУ-ын Өвөр 
Монголын Багшийн Их Сургуулийн Аялал Жуулчлалын Дээд Сургууль, Японы Тохокү Их 
Сургуулийн Зүүнхойт Ази Судлалын Төв хамтран зохион байгуулсан эрдэм шинжилгээний 
бага хурал. Улаанбаатар, Монгол улс, 2012 оны 9 сарын 7. Эмхэтгэсэн Сампилдондовын 
Чулуун, Хурц, Ока Хироки, CNEAS Reports 13, Sendai, 2014.
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Манжийн үеийн хамжлагын үүслийн тухай. Чин Улс ба Монголчууд. Монгол улсын 
ШУА-ийн Түүхийн Хүрээлэн, БНХАУ-ын Өвөр Монголын Багшийн Их Сургуулийн Аялал 
－ 231－
モンゴル・中央アジア研究分野
Жуулчлалын Дээд Сургууль, Японы Тохокү Их Сургуулийн Зүүнхойт Ази Судлалын Төв 
хамтран зохион байгуулсан эрдэм шинжилгээний бага хурал. Улаанбаатар, Монгол улс, 
2012 оны 9 сарын 7. Эмхэтгэсэн Сампилдондовын Чулуун, Хурц, Ока Хироки, CNEAS 
Reports 13, Sendai, 2014. 15-29 тал.（査読無）
2) cing ulus-un Uy-e-yin mongGulcud-un qosiGu damjiGsan Uile ajillaG-a. Tnrgi-yin 
tedkUgsen-U dOci, tabiGad on-u qulaGai-yin kereg-Un jiSiyen deger-e sinjilekU ni. Dumdadu 
ulus-un mongGul sudulul中国蒙古学 . 42 duGar boti, 2014 on-u 6 duGar quGucaG-a, No.256, 
2014, pp.32-42.  （査読無）
3) Сэцэн хааны үеийн Монгол дахь хоёр чуулганы тухай; Сэцэн хааны 6-р оны 
Шарилжтайн чуулган ба 8-р оны Шонхорын чуулган. 烏雲畢力格主編『满蒙档案与蒙古
史研究』中国人民大学国学院西域歴史語言研究所編、上海、上海古籍出版社、2014年、
pp.19-58（査読無）




第 62号、2014年 10月 31日、1頁
「東北アジア研究の課題　としての「越境」と「共生」」『東北大学東北アジア研究センタ ・ー



























































日本ロシア文学会　日本ロシア文学会 2014 年（第 64 回）大会実行委員　2013年～
2014年
専門分野






学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
総務委員 2013年 4月～ 2015年 3月
広報情報委員長 2013年 4月～ 2015年 3月
評価データ委員長 2013年 4月～ 2015年 3月
全学広報連絡員 2013年 4月～ 2015年 3月
ロシア交流推進室員 2014年 3月～現在
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(全学教育 )
基礎ロシア語　2014年 4月～ 2014年 9月
展開ロシア語Ⅰ　2014年 4月～ 2014年 9月
展開ロシア語 III　2014年 4月～ 2014年 9月
基礎ロシア語 II　2014年 10月～ 2015年 3月
展開ロシア語 II　2014年 10月～ 2015年 3月





言語システム論（隔年開講）　2014年 4月～ 2014年 9月
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
ウズベキスタンにおけるロシア人のディアスポラ化とそのロシア語の特徴について [日
本ロシア文学会東北支部 2014年度研究発表会 ](2014年 7月 5日～ 2014年 7月 5日 , 山
形 ) 口頭（一般）





科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (C) 2013年 4月～現在
[現在の中央アジアにおけるリングァフランカとしてのロシア語の特徴と変容の研究 ]
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　平成 26年度も前年度に引き続き、平成 25～ 27年度科研費（学術研究基金助成金）（基
盤研究 (C)）「現在の中央アジアにおけるリングァフランカとしてのロシア語の特徴と



















































































































学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
東アジア出版文化の展示会　2000年 12月～現在






台東区立書道博物館）　2015年 2月 10日～ 3月 15日










国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 　「《升平宝筏》诸版本系统之研究」。［清代戏曲与宫廷文化学术研讨会 , 中国北京市 
中国人民大学 , 2014年 11月 3日］口頭（招待）









研究成果公開促進費 (データベース )(研究成果データベース )(重点 )　2013年 4月～
2015年 3月　［東アジア出版文化研究資料画像データベース］





著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 　上山市立図書館蔵上山藩明新館文庫目録と研究［東北アジア研究センター叢書第
54号 , 東北アジア研究センター , (2014)11月］磯部彰 (編著 )
総説・解説記事（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 　（エッセイ）戦国大名家の宋版本蒐集―名門武家のたしなみ―｡［『歴史書通信』第



























































日本文化人類学会（日本民族学会より 2004年 4月に名称変更）評議員（1994～ 1995、











オープンキャンパス・研究所公開等（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）
リベラルアーツサロン（企画） 2009年 10月～現在





学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
論文博士 1人
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(大学院教育 )
東北アジア民族誌 2014年～ 2014年






国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
2014年 5月 18日、分科会「宗族研究展望―古典的研究対象の現在を再考する」趣旨説明、
日本文化人類学会第 48回研究大会、幕張メッセ（千葉市）。




文化資源」の企画・実施。（開催日時：2015年 2月 14日（土）10:30～ 17:30、会場：
東北大学片平さくらホール）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (C) 2012年 4月～ 2016年 3月
[現代中国社会の変容とその研究視座の変遷―宗族を通した検証 ]
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) ヴェールの向こう側から―北朝鮮民衆の文化人類学的分析（執筆担当部分）全体の










































































1990年～ 1992年  ファルマシア・バイオシステムズ㈱日本支社　企画管理部経営企画
課プロジェクトマネージャー

























国際エネルギー環境協力 , 地球温暖化問題 , 温暖化対策の国際枠組み、排出量取引 , ク
リーン開発メカニズム , 環境 ODA, 炭素制約下における企業の国際競争力、中国の環境
エネルギー問題、越境大気汚染
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
Climate Policy 学術誌査読 2000年 01月～現在
エネルギー 資源学会誌学術誌査読 2000年 01月～現在
Environmental Economics and Policy Studies 学術誌査読 2003年 01月～現在
行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）
環境省中央環境審議会専門委員
地球環境センター　JCM支援委員会　委員
学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
博士 2人






国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・ 中国における原子力発電 [日本科学者会議国際シンポジウム「移行：原子力から再生
可能エネルギーへ」]　(2014年 3月 27日～ 2014年 3月 28日 , 日本国 , 横浜 ) 口頭（一般）
・ 北東アジアのエネルギーと環境 [NEASE-Net 第 9 回フォーラム：北東アジア共同体
の形成を目指して ]　(2014年 9月 27日～ 2014年 9月 28日 , 日本国 , 大阪 ) 口頭（招
待 特別）
・ Future of energy demand and supply system in cities[Energy-safe Cities]　(2014年
10月 28日～ 2014年 10月 28日 , 中国 , 北京 ) 口頭（招待 特別）
・ 日本の再生可能エネルギー政策 [韓国経済学会連合会議 ]　(2015年 2月 24日～ 2015
年 2月 24日 , 韓国 , ソウル ) シンポジウム ワークショップ パネル（公募）
・ Outcome of research on co-benefit[Bridging Atmospheric Science and Policy in 
Asia]
　(2015年 3月 10日～ 2015年 3月 11日 , 日本国 , 東京 ) 口頭（招待 特別）
・ COP21 パリ会議と中国 日本 [国連防災世界会議パブリックフォーラム：気候変動対
策と防災に関するシンポジウム ]　(2015年3月17日～2015年3月17日 , 日本国 , 仙台 ) 
口頭（招待 特別）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・ 日本の「公平」なカーボン バジェットおよび温室効果ガス排出削減目標 [環境経済 
政策学会 ]　(2014年 9月 13日～ 2014年 9月 14日 , 日本 ) 口頭（一般）
・ 中国利大気汚染の現状と課題 [日本華人教授会第 11 回年次国際シンポジウム ]　(2014
年 11月 1日～ 2014年 11月 1日 , 東京 ) 口頭（招待 特別）
・ 地球温暖化問題と原子力発電 [日中韓技術者交流会 ]　(2014年 12月 6日～ 2014年 12
月 6日 , 東京 ) 口頭（招待 特別）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (C) 2013年 4月～ 2015年 3月
[経済モデル分析を中心とした炭素制約が国際競争力に与える影響の学際的分析 ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 温暖化対策に原発は必要ない . [前衛 , (910), (2014)]（査読なし）
明日香壽川
2) 福島原発事故後の温暖化問題を考える . [人権と部落問題 , (2014)] （査読なし）
明日香壽川
3) カーボン バジェット アプローチに基づく日本の中長期的な温室効果ガス排出経路 . 
－ 250－
中国研究分野
[IGES Working Paper,(2014-02), (2014)] （査読なし）
明日香壽川 , 倉持壮 , Hanna Fekete, 田村堅太郎 , Niklas Höhne
4) エネルギー政策と温暖化政策における絶望と希望：「地球にやさしい」ではなくて「正
義」のために . [Energy Democracy, (2014)] （査読なし）
明日香壽川
5) 国民一人当たりコーヒー数杯分のコスト負担で日本のエネルギー システムを変えら

















































































































































報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
・感情論廃し広く議論を（出演 執筆　新聞　共同通信配信） 2014年 4月
・ 鯨の街「食文化失う」　調査捕鯨中止命令、対象外も不安（出演 執筆　新聞
　朝日新聞）2014年 4月
・調査捕鯨の今後は（出演 執筆　新聞　北海道新聞） 2014年 5月
・日本捕鲸窘境（出演 執筆　新聞　財新） 2014年 5月
・Japanese Whaling: The Saga Continues（出演 執筆　雑誌　The Diplomat）
　2014年 8月














地域環境 社会システム学博士研修 2013年～ 2014年
地域環境 社会システム学修士セミナー 2014年～ 2015年
地域環境 社会システム学博士研修 2014年～ 2015年
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・From Cosmopolitan Ideal to Nationalistic Calculus: Discursive Change of Japanese 
Media Framing on the Kyoto and Copenhagen Climate Conferences[XVIII ISA 
World Congress of Sociology] (2014年 7月 13日～ 2014年 7月 19日 , 日本国 , 横浜 ) 
口頭（一般）
・Evaluating regime effectiveness of tuna-Regional Fisheries Management 
Organizations[Fourth Global International Studies Conference] (2014 年 8 月 6 日
～ 2014年 8月 9日 , ドイツ , Frankfurt) シンポジウム ワークショップ パネル（指名）
・Evaluating regime effectiveness of tuna-Regional Fisheries Management 
Organizations[International Studies Association’s 56th Annual Convention]
　(2015年 2月 18日～ 2015年 2月 21日 , アメリカ合衆国 , ニューオーリンズ ) シンポ
ジウム ワークショップ パネル（公募）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・ 日本の越境大気汚染外交と科学：臨界負荷量研究を事例に [環境経済 政策学会 2014 
年大会 ]　(2014年 9月 13日～ 2014年 9月 14日 , 東京 ) 口頭（一般）
・日本の環境外交と科学̶臨界負荷量研究を事例に [科学社会学会第３回年次大会 ]　
　(2014年 9月 27日～ 2014年 9月 28日 , 東京 ) 口頭（一般）
その他研究活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
・ オラフ　シュラム シュトッケ著　『国際レジームを分解する――評価と比較のための
新たなアプローチ』（書評）2014年～ 2014年




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (A) 2011年 4月～ 2016年 3月
[レジームコンプレックスとしての国際漁業資源管理：意思決定要因と有効性分析 ]
基盤研究 (C) 2013年 4月～ 2016年 3月
[炭素隔離技術のデモンストレーションプロジェクト：マスメディアと意思決定要因分
析 ]
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
気候工学（ジオエンジニアリング）のガバナンス構築に向けた総合研究の可能性調査
2015年 2月～ 2015年 7月
[気候工学（ジオエンジニアリング）のガバナンス構築に向けた総合研究の可能性調査 ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Reconstruction of the boundary between climate science and politics: The IPCC in 
the Japanese mass media, 1988-2007. [Public Understanding of Science, (2014)]
Asayama Shinichiro, Atsushi Ishii（査読有）
2) CCS のメディア表象とガバナンス̶日本の新聞報道のフレーミングと政策的含意̶. 
[社会技術研究論文集 ,11, (2014), 127-137]
　朝山慎一郎 , 石井敦（査読有）
3) Path-dependence and Paradigm-shift: How Cetacean Scientists Learned to 
Develop Management Procedures that Survived the Controversial Whaling 
Regime. [The Review of Policy Research, 31 (4), (2014), 257-280]







































日本生態学会 , 日本古生物学会 , 個体群生態学会 , Society for the study of evolution, 




















・National Geographic "Love Hurts: What Happens When Snails Stab Their Mates"
　（出演 執筆　新聞　National Geographic）2015年 3月
・The Economist, "Till death us do dart"（出演 執筆　新聞　The Economist）
　2015年 3月
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
・宮城一高理数系講演会（講演会 セミナー） 2014年 11月～ 2014年 11月
・東北アジア研究センター公開講演会（講演会 セミナー）2014年 12月～ 2014年 12月
行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）
環境省（国）　小笠原世界遺産候補地科学委員会　委員 2006年 11月～現在







（国）　小笠原諸島生態系保全アクションプラン改定WG 委員 2013年 4月～現在
（国）　新たな外来種の侵入 拡散防止WG 委員 2013年 4月～現在
（国）　グリーンアノール対策WG 委員 2013年 4月～現在
（国）　国内希少野生動植物種・新規指定検討会委員 2014年 4月～ 2015年 3月
－ 261－
地域生態系研究分野















国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・Conference Mollusks of the Eastern Asia and Adjacent Seas
(2014年 10月 6日～ 2014年 10月 6日 , ロシア ) 口頭（一般）
・New Zealand Ecological Society
(2014年11月24日～2014年11月24日 , ニュージーランド , Palmerstone North) 口頭（招
待 特別）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (B) 2012年 4月～ 2015年 3月　[過去で未来を守る ]
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
・環境研究総合推進費 2014年 4月～ 2017年 3月
[小笠原諸島の自然再生における絶滅危惧種の域内域外統合的保全手法の開発（(4) 絶滅
危惧陸産貝類の域内 域外保全および再導入手法の開発 ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Phylogeny of the land snails Bradybaena and Phaeohelix (Pulmonata: 
Bradybaenidae) in Japan. [Journal of Molluscan Studies, 80, (2014), 177-183]　 
－ 262－
地域生態系研究分野
　Hirano, T., Kameda, Y., Chiba, S.　 査読有
2) Common effect of the mucus transferred during mating in two dart-shooting snail 
species from different families.. [Journal of Experimental Biology, 217, (2014), 
1150-1153] 
　Kimura, K., Chiba, S. Koene, J.　 査読有
3) Assortative mating with respect to size in the simultaneously hermaphroditic 
land snail Bradybaena pellucida.. [Acta Ethologica, (2014), DOI:10.1007/s10211-
014-0211-7]　 Kimura, K., Hirano, T., Chiba, S.　 査読有
4) Divergence in the shell morphology of the land snail genus Aegista (Pulmonata: 
Bradybaenidae) under phylogenetic constraints.. [Biological Journal of the 
Linnean Society, 114, (2015), 229-241]
　Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. Chiba, S.　 査読有
5) A new species of Helicostyla from the Patnanungan Island, Philippines.. [The 
Asian International Journal of Life Sciences, 24:, (2015), 37-49.]
　de Chavez, E.R.C., Fontanilla, I.K.C., Batomalaque, G., Chiba, S.　 査読有
6) Evidence of introgressive hybridization between the morphologically divergent 
land snails Ainohelix and Ezohelix. [Biological Journal of the Linnean Society, 
(2015), DOI: 10.1111/bij.12466]
　Morii, Y., Yokoyama, J., Kawata, M., Davison, A., Chiba, S.　 査読有
7) The direct cost of traumatic secretion transfer in hermaphroditic land snails: 
individuals stabbed with a love dart decrease lifetime fecundity. [Proceedings of 
the Royal Society of London B, 282, (2015)]






















































































行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）
（地方公共団体）　宮城県 伊豆沼 内沼自然再生協議会　委員 2008年 4月～現在
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
環境・安全委員会安全管理専門委員会・危険物質総合管理システム専門部会委員
学位授与数（2014年 4月～ 2015年 3月）
修士 1人









Evolution and Ecology 2000年～現在
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・吸虫類寄生虫のセルカリア幼生が湿原食物網内で果たす役割：水生動物による摂食量
の評価 [第 61 回日本生態学会大会 ]
　(2014年 3月 14日～ 2014年 3月 17日 , 広島 ) 口頭（一般）
・炭素 窒素安定同位体比からみた宮城県伊豆沼のブルーギルの食性 [第 61 回日本生態
学会大会 ]
　(2014年 3月 14日～ 2014年 3月 17日 , 広島】 ポスター（一般）
・炭素 窒素安定同位体比を用いた浅い富栄養湖伊豆沼における魚類群集の餌資源推定
[日本陸水学会第 79回大会 ]
　(2014年 9月 10日～ 2014年 9月 13日 , つくば市 ) ポスター（一般）
・中禅寺湖のサケ科魚類 3 種における放射性セシウム 137 濃度 -原発事故 1 年後の汚染
状況 -[平成 26 年度日本水産学会秋季大会 ]
　(2014年 9月 20日～ 2014年 9月 22日 , 福岡 ) 口頭（一般）
・伊豆沼におけるブルーギルの食性 [第 9 回伊豆沼 内沼研究集会 ]
　(2015年 2月 21日～ 2015年 2月 21日 , 栗原市 ) 口頭（一般）
－ 267－
地域生態系研究分野
・伊豆沼におけるメタン食物連鎖 [第 9 回伊豆沼 内沼研究集会 ]
　(2015年 2月 21日～ 2015年 2月 21日 , 栗原市 ) 口頭（一般）




科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (C) 2013年 4月～ 2016年 3月
[浅い湖沼におけるハス群落拡大がメタン食物網へあたえる影響 ]
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
二国間交流事業　共同研究 2012年 4月～ 2014年 3月
[西シベリアの河口域生態系における食物網内の吸虫類寄生虫の摂食リンク ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Ontogenetic changes in the trophic position of a freshwater Unionidae mussel. 
[Fundamental Applied
Limnology, 184, (2014), 341-349]








































































日本鉱物科学会 1986年～ 2014年，学会誌「岩石鉱物科学」編集委員 1995年～ 2014年，
評議員 1995年～ 2014年，「Journal of Mineralogical and Petrological Sciences」編集
委員  2009年～ 2014年
－ 270－
地球化学研究分野
日本地質学会 1975年～ 2014年，地質学雑誌編集委員 1999年～ 2003年，評議員 2002
年～ 2008年，執行理事 2009年～ 2014年，評議員会議長 2004年～ 2006年，英文学術
誌「Island Arc」編集委員長 2004年～ 2007年，同誌編集顧問 2008年～ 2014年，会長
2012年～ 2014年
地学団体研究会 1978年～ 2014年，全国運営委員 1989～ 1992，北陸支部長 2006～
2008年












学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
Integrated Ocean Drilling Program 理事 2011年 06月～ 2014年

















変成岩特論 I 2008年～ 2014年
セミナー 2008年～ 2014年
課題研究 2008年～ 2014年
変成岩特論 II 2008年～ 2014年
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Plume-type ophiolites, large igneous provinces, and geology of the Earth-like 
planets[International Workshop on: Ophiolites, Mantle Processes and Related Ore 
Deposits]
(2014年 4月 14日～ 2014年 4月 15日 , 中国 , 中国北京 ) 口頭（招待 特別）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・宮城県岩沼市に見られる玄武岩質安山岩溶岩流の内部分化過程：分結脈から柱状節理へ
[日本地球惑星科学連合 2014 年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
・ロシア極東、ウスチベラヤ オフィオライトの２つのタイプのウェブステライト：その
起源と意義 [日本地球惑星科学連合 2014 年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
・岩中の板状節理の形成メカニズムに関する野外地質学的考察 [日本地球惑星科学連合
2014 年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
・御齋所変成岩中に露出する超苦鉄質岩の岩石学：御齋所変成岩は沈み込み帯域オフィ
オライトか？ [日本地球惑星科学連合 2014 年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) ポスター（一般）
総説・解説記事（2014 年 4 月～ 2015 年 3 月）
1) 日本地質学会初代会長神保小虎小伝 . [日本地質学会日本地質学会 News, 17 (4), 
(2014), 12-13]
2) 石渡明・荒井章司・山本伸次 (2014) 国際オフィオライト・マントル過程・関連鉱床
－ 272－
地球化学研究分野
研究ワークショップ報告。日本地質学会 News, 17(5), 7-7.
3) 石渡明 (2014) 新 IODP (International Ocean Discovry Program) の運営体制につい
て。J-DESC NEWS, Vol. 7, 1-2.
4) Ichiyama, Y., Ishiwatari, A. (2014) Accreted oceanic plateaus in Japan. LIP Of The 
Month.  (Aug. 2014). IAVCEI LIPs Commission.
受賞・その他特記事項（2014年 4月～ 2015年 3月）
米国地質学会 (Geological Society of America)フェロー（特別会員）2014年 6月 12日
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Jurassic plume-origin ophiolites in Japan: accreted fragments of oceanic plateaus. 
[Contributions to Mineralogy and Petrology, 168,(2014), 1019, DOI: 10.1007/s00410-
014-1019-1]
Yuji ICHIYAMA, Akira ISHIWATARI, Jun-Ichi KIMURA, Ryoko SENDA, Tsuyoshi 
MIYAMOTO
2) Ferropicrite from the Lalibela area in the Ethiopian large igneous province. [Jour-
nal of Mineralogical and Petrological Sciences, 109, (8), 191-207]
Minyahl Teferi DESTA, Dereje AYALEW, Akira ISHIWATARI, Shoji ARAI. 
Akihiro TAMURA
3) 宮城県北部，石越安山岩の地質・岩石学的特徴とマグマプロセス . [岩石鉱物 













































学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
海洋と地球の学校（講演会 セミナー） 2014年 9月～ 2014年 9月
東北アジア研究センター公開講演会（公開講座） 2014年 12月～ 2014年 12月
行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）
J-DESC IODP 部会執行部執行委員 2013年 04月～ 2015年 05月











固体地球化学 岩石学特論Ⅰ 2014年～ 2014年
－ 275－
地球化学研究分野
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Petit-spot and geology in NW Pacific[2014 Annual Meeting, Geological Society of 
America]
(2014年 10月 19日～ 2014年 10月 22日 , カナダ , Vancouver) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・プチスポットの配列と海洋プレートの変形構造 [日本地球惑星科学連合 2014 年大会 ]
　(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 千葉 ) 口頭（一般）
・北西太平洋のアウターライズ手前で活動したプチスポット初生マグマの最終平衡温度
圧力条件 [2014 年度日本地球化学会年会 ](2014年9月～ 2014年9月 , 富山 ) 口頭（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
東レ科学技術研究助成 2012年 4月～ 2015年 3月
[新種の火山から放出される二酸化炭素と地球の炭素循環 ]
補助金、受託 共同研究費、寄附金以外の研究費 2014年 6月～ 2015年 5月
[海洋と地球の学校̶大学生 大学院生のための地学研究普及活動 ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Petit-spot and geology in NW Pacific. [Geological Society of America Abstracts 
with Programs, 46 (6),(2014), 657-657]
Naoto HIRANO, Masao NAKANISHI, Shiki MACHIDA, Junji YAMAMOTO, 
Teruaki ISHII
2) Melt-rich lithosphere-asthenosphere boundary inferred from petit-spot volcanoes. 
[Geology, 42 (11), (2014),967-970]
Junji Yamamoto, Jun Korenaga, Naoto Hirano, Hiroyuki Kagi
本年度の研究成果の研究史上の意義・新知見など
　沈み込む太平洋プレート上で発見されたプチスポット火山の発見（Hirano et al., 
2006, Science）によって地球の新型火山の提唱がなされ、その後世界各地で続々とプ
チスポットの発見がなされ、その世界的普遍性が注目されている（Hirano et al., 2013; 
Valentine & Hirano, 2010; Uenzelmann-Neben et al., 2012など）。これまで確認され

















の Yildirim Dilek教授との共同研究の話が進み、2015年度 5月、東北大学に招聘する
にまで話が進んでいる。実りある学会発表となった。
　地球上の新型火山・プチスポット海底火山（Hirano et al., 2006, Science）が海底で
放出する二酸化炭素（CO2）量を見積もり、その成果が Geologyに掲載されたのは昨

























































Dynamics of the Earth 2013年～現在
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Study on monitoring of volcanic activity using 129I/127I ratios in crater lake and hot 
spring at Zao volcano[AMS-13]
(2014年 8月 24日～ 2014年 8月 29日 , フランス , Aix en Provence) ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・圧電ブザーとノートパソコンを用いた地震波探査教材の開発 [日本地球惑星科学連合
2014 年大会 ](2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
・水準測量より明らかにした東北地方太平洋沖地震による鳴子地域の上下地殻変動 [日
本地球惑星科学連合 2014 年大会 ](2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一
般）
・蔵王山熱水系における 129I/127I を用いた火山活動モニタリングの試み [日本地球惑
星科学連合 2014 年大会 ](2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) その他
・蔵王火山御釡湖沼および丸山沢噴気地熱地帯温泉水の地球化学分析 [日本第四紀学会
2014年大会 ](2014年 9月 5日～ 2014年 9月 9日 ) ポスター（一般）
・蔵王山火山湖および温泉における 129I/127I 比の分布 [日本陸水学会第 79 回大会 ]
　(2014年 9月 10日～ 2014年 9月 13日 ) ポスター（一般）
・蔵王山 丸山沢噴気地熱地帯の噴気温測定と温泉水化学分析 [日本火山学会秋季大会 ]
　(2014年 11月 2日～ 2014年 11月 4日 ) ポスター（一般）
・ヨウ素同位体比を用いた蔵王山火山活動のモニタリング研究 [日本質量分析学会 2014 
年度同位体比部会 ](2014年 11月 26日～ 2014年 11月 28日 ) ポスター（一般）
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・蔵王山における火山活動とヨウ素同位体比の変動 [第 17 回 AMS シンポジウム ]
　(2015年 3月 2日～ 2015年 3月 3日 ) ポスター（一般）
・蔵王山火口湖ヨウ素同位体比の経時変化と火山活動に関する研究 [第 16 回「環境放
射能」研究会 ](2015年 3月 9日～ 2015年 3月 11日 ) ポスター（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
共同研究費 2014年 4月～ 2015年 3月 [溶岩流試料の室内実験による粘性係数測定と，
野外観測値との比較に基づく，溶岩流流動機構の解明　̶その 2̶]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Wideband acoustic records of explosive volcanic eruptions at Stromboli: New 
insights on the explosive process and the acoustic source. [Geophysical Research 
Letters, 41 (11), (2014), 3851-3857]（査読あり）




　雲仙普賢岳平成溶岩ローブの粘性係数は、観測から 1010～ 1010.5 Pa sと求められて
























































































国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
マグマ水蒸気噴火を生じない珪長質火砕噴火は外来水がなかったことを意味するか
［日本火山学会］（2014年 11月 2日　福岡大学）口頭（一般）
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
受託研究（2015年 1月～ 3月）
［蔵王町ジオガイド養成のための蔵王地域地質の基礎資料の作成］
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Jurassic plume-origin ophiolites in Japan: accreted fragments of oceanic plateaus. 
[Contributions to Mineralogy and Petrology, 168, (2014)]（査読有）






























































行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）
NPO 法人シベリア研究所（ＮＰＯ）　理事長 2006年 2月～ 2014年 9月
















国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・越境大気汚染モニタリングのための情報共有システム [日本リモートセンシング学会
第 56 回学術講演会 ](2014年 5月 15日～ 2014年 5月 17日 , つくば市 ) 口頭（一般）
・衛星画像を用いた越境大気汚染物質と黄砂の観測―2014 年冬季観測結果―[第 21 回
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大気環境学会北海道東北支部学術集会 ](2014年 11月 14日～ 2014年 11月 14日 , 仙
台市 ) 口頭（一般）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
・東北大学・モスクワ大学数学ジョイントセミナー (2015年2月17～19日，モスクワ大学 )
・東北大学・モスクワ大学ＩＴジョイントセミナー (2015年 3月 5～ 6日，東北大学大
学院情報科学研究科 )
その他研究活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
森林火災の管理による CO2 排出量取引構想（フィールドワーク） 2009年～現在
森林火災から発生する二酸化炭素削減研究ユニット（フィールドワーク） 2011年～現在
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 越境大気汚染モニタリングのための情報共有システム . [日本リモートセンシング学
会第 56 回学術講演会論文集 , (2014), (2014), 71-72] 「査読有」
永谷泉，工藤純一，柳澤文孝
2) Monitoring results of 2013 and 2014 transboundary Asian dust events in Japan 
using MODIS dust indices.[Proceedings of the 35th Asian Conference Remote 
Sensing, (2014)] 「査読有」
I.Nagatani and J. Kudoh
3) 衛星画像を用いた越境大気汚染物質と黄砂の観測―2014 年冬季観測結果―. [第 21 回







































電子情報通信学会 , The Institute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE), 
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物 理 探 査 学 会 , 日 本 地 熱 学 会 , 資 源・ 素 材 学 会 , Society of Exploration 
Geophysicists(SEG), European Association of Geoscientists & Engineers(EAGE), 




石油検層学会 (SPWLA) 　理事（日本支部） 2003年～現在
IEEE Geoscience and Remote Sensing Society 　AdCom member 2006年～ 2014年
電子情報通信学会　電磁界理論研究会　副委員長 2013年～現在












地中レーダ , 地下計測 , リモートセンシング , 人道的地雷検知
報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
・携帯電話の地中無線（出演 執筆　テレビ　フジテレビめざましテレビ） 2014年 6月
・蒲生海岸捜索活動（出演 執筆　新聞　産経新聞） 2014年 8月
・震災の不明者遺跡調査用レーダーで捜索（出演 執筆　テレビ　NHK） 2014年 9月
・震災不明者地中レーダーで捜索（出演 執筆　テレビ　NHK） 2014年 10月
・御嶽山噴火　捜査に最新の金属探知機（出演 執筆　テレビ　NHK など）2014年 10月
・石垣をレーダー探査（出演 執筆　新聞　陸奥日報、東奥日報など） 2014年 10月
・キャンパス発（出演 執筆　新聞　読売新聞） 2014年 11月
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・行方不明者の一斉捜索（出演 執筆　テレビ） 2015年 2月
・震災から 4 年（出演 執筆　テレビ） 2015年 3月
・震災から 4 年（出演 執筆　新聞　河北新報など） 2015年 3月
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
・金属鉱業事業団　鉱物資源探査に係る研究会委員（その他） 1995年 2月～現在
・電子情報通信学会電磁界理論研究会専門委員（その他） 1996年 10月～現在




・佐藤屋プロジェクト (大河原町）（その他） 2012年 4月～現在
・夢ナビライブ（公開講座） 2012年 7月～現在
・留学生の研究室見学（仙台高専）（小中高との連携） 2014年 5月～ 2014年 5月
・危機管理産業展 2014（展示会） 2014年 10月～ 2014年 10月
・JST さくらサイエンスプラン「カンボジアの農村と地雷問題」（講演会 セミナー）
　2014年 11月～ 2014年 11月
・東北大学イノベーションフェア 2014.Dec（展示会） 2014年 12月～ 2014年 12月
・第 19 回「震災対策技術展」横浜（展示会） 2015年 2月～ 2015年 2月
行政機関・企業・NPO等参加（2014年 4月～ 2015年 3月）







学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
学友会陸上競技部部長 2004年 4月～現在




担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(学部教育 )
電磁気学 I 1991年～現在
機械知能 航空研修 I 2004年～現在

















6th International Summer School on Radar/SAR 2014 2014年～ 2014年
地中レーダー技術 2014年～ 2014年
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
・電波科学による防災 減災への取り組み [災害 危機管理 ICT シンポジウム 2014]
(2015年 2月 6日～ 2015年 2月 6日 ) 口頭（招待 特別）
・偏波レーダ技術とリモートセンシングへの応用 [資源素材学会　総合全国大会 ]
(2015年 3月 28日～ 2015年 3月 28日 , 千葉 ) 口頭（招待 特別）
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
国連防災世界会議　パブリック フォーラム　電波科学による防災 減災と地方自治体と
の連携 (2015年 3月 15日～ 2015年 3月 15日 ,仙台 ) ［主催］主催
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国内会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
電波科学と安全 安心
(2015年 3月 16日～ 2015年 3月 16日 , 仙台 ) ［主催］主催







受賞・その他特記事項（2014年 4月～ 2015年 3月）
 2014 Frank Frischknecht Leadership Award(SEG)受賞（2014年 10月）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (A) 2014年 4月～ 2019年 3月
[圧縮センシングと最適空間サンプリングによる地雷検知用レーダ イメージングの効率
化 ]
その他の競争的資金獲得実績（2014年 4月～ 2015年 3月）
高度通信 放送研究開発委託開発 2012年 7月～現在
[建造物非破壊検査診断技術の研究開発 ]
高度通信 放送研究開発委託開発 2012年 8月～現在
[高度通信 放送研究開発委託開発 ]
高度通信 放送研究開発委託研究 2012年 9月～ 2016年 3月
[電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発 ]
堤防及び河川構造物（コンクリートまたは鋼構造）の点検 診断の高度化技術
研究開発 2013年 4月～ 2016年 3月
[堤防及び河川構造物の総合的な点検 診断技術の実用化に関する研究開発 ]
ＳＩＰ (戦略的イノベーション創造プログラム ) 2014年 12月～ 2019年 3月
[地上設置型合成開口レーダおよびアレイ型イメージングレーダを用いたモニタリング ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Influence of heterogeneous soils and clutter on the performance of ground-
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penetrating radar for landmine detection. [IEEE Trans. Geoscience and Remote 
Sensing, (2014)]
K. Takahashi, J. Igel, H. Preetz, and M. Sato（査読有）
2) 偏波GB-SAR によるコンクリート壁内部損傷の非破壊センシングのための基礎実験 . 
[電気学会論文誌 A, 134(4), (2014), 166-172]
高橋一徳 , 岡村菜花 , 佐藤源之（査読有）
3) Electromagnetic wave propagation through dense material and its in-situ 
evaluation methodologies. [Proc.Workshop on Wireless Monitoring Program, (2014)]
M. Sato（査読無）
4) 近距離ポーラリメトリック UWB-SAR による木造構造物の非破壊検査 . [信学技報 , 
(2014), 79-84]
飯塚泰 , コヤマクリスチャン , 高橋一徳 , 佐藤源之（査読無）
5) Polarimetric near-range UWB SAR imaging for non-destructive testing of wooden 
walls. [電磁界理論研究会、EMT-14-82, (2014)]
Christian N. Koyama, Hai Liu, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato（査読無）
6) 電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発　（25 年度成果）. [物理探査
学会第 130 回 (平成 26年度春季 ) 学術講演会 , (2014)]
佐藤源之、 高橋一徳、 クリスチャンコヤマ（査読無）
7) Polarimetric coherence optimization and its application for manmade target 
extraction in PolSAR data. [IEICE
Transactions on Electronics, E97-C (6), (2014), 566-574]
Shun-Ping Xiao, Si-Wei Chen, Yu-Liang Chang, Yong-Zhen Li and Motoyuki Sato（査
読有）
8) 3D Ground Penetrating Radar to Detect Tree Roots and Estimate Root Biomass in 
the Field. [Remote Sensing,(2014)]
Shiping Zhu, Chunlin Huang, Yi Su and Motoyuki Sato（査読有）
9) Pi-SAR2 square-flight imaging of tsunami affected areas in Japan – surface 
parameter estimation by multiaspect super high-resolution PolSAR data. [Proc. 
EUSAR 2014, (2014), 724-727]
C. N. Koyama, H. Liu, M. and M. Sato（査読有）
10) Lessons learned from the deployment of dual sensor ALIS for humanitarian 
demining in Cambodia.
[UNMAS/GICHD Technology Workshop,Pretoria, South Africa, (2014)]
Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato（査読無）
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11) Performance of demining sensors and soil properties. [UNMAS/GICHD 
TechnologyWorkshop、Pretoria, South Africa, (2014)]
Kazunori Takahashi, Holger Preetz, Jan Igel（査読無）
12) Near range radar and its application to near surface geophysics and disaster 
mitigation, ICEEG (invited talk).
[Proceedings of the 6th International Conference on Environmental and Engineering 
Geophysics, (2014)]
Motoyuki Sato（査読有）
13) High-resolution imaging of damaged wooden structures for building inspection 
by polarimetric radar. [Proc.GPR2014, (2014)]
H. Liu, C.N. Koyama, K. Takahashi and M. Sato（査読有）
14) Archaeological survey by GPR for recovery from 3.11 Great Earthquake and 
Tsunami in East Japan. [Proc.GPR2014, (2014)]
M.Sato, H. Liu, T.Komagino and K. Takahashi（査読有）
15) Optimization of Data Sampling and Image Reconstruction by GPR. [Proc. 
GPR2014, (2014)]
L. Yi, K. Takahashi, and M. Sato（査読有）
16) Archaeological survey by GPR for recovery from 3.11 Great Earthquake and 
tunami in East Japan. [GPR2014,(2014), 25-30]
Motoyuki Sato, Hai Liu, Tomohiro Komagino, Kazunori Takahashi（査読有）
17) Modeling and Interpretation of Scattering Mechanisms in Polarimetric SAR: 
Advances and Perspectives. [IEEE Signal Processing Magazine, 31 (4), (2014), 79-89]
Si-Wei Chen, Yong-Zhen Li, Xue-Song Wang, Shun-Ping Xiao and Motoyuki Sato（査
読有）
18) Optimization of data sampling and imaging reconstruction by GPR. [GPR2014, 
(2014), 634-637]
Li Yi, Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi（査読有）
19) Fundamental study on NDT of building wall structure by radar. [Proc. of 7th 
European Workshop on Structural Health Monitoring, (2014)]
M. Sato, H. Liu, C. Koyama, and K. Takahashi（査読有）
20) Estimation of soil moisture and debris pile volume from Pi-SAR2(X) and Pi-
SAR-L2 square-ﬂ ight data. [Proc.IGARSS 2014, (2014), 1516-1519]
C. N. Koyama and M. Sato（査読有）
21) Investigation on near range SAR for inspecting of inner structure of buildings. 
[Proc. IGARSS 2014, (2014),2601-2604]
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M. Sato, H. Liu, K. Takahashi, and C. Koyama（査読有）
22) Investigation on near range SAR for inspecting inner structure of buildings. 
[IGARSS2014, (2014), 2601-2604]
Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi, Hai Liu, Christian N. Koyama（査読有）
23) Uniform polarimetric matrix rotation theory and its applications. [IEEE 
Transactions on Geoscience and Remote Sensing, 52 (8), (2014), 4756-4770]
Si-Wei Chen, Xue-Song Wang and Motoyuki Sato（査読有）
24) Array GPR “Yakumo” and Its Application to Archaeological Survey and 
Environmental Studies. [Proc.URSI General Assembly, (2014)]
Motoyuki Sato（査読有）
25) Natural Disaster Damage Evaluation Using Fully Polarimetric Techniques with 
Spaceborne SAR Data. [Proc.URSI General Assembly, (2014)]
Si-Wei Chen1, Yong-Zhen Li1, Xue-Song Wang1, Motoyuki Sato（査読有）
26) データ分割による地表面設置型合成開口レーダ大気補正のための CS 検知法 . [信学
技報 , (2014), 25-30]
高橋一徳、松本正芳、佐藤源之（査読無）
27) Detection and mapping of UXOs by electromagnetic induction sensor and self-
tracking total station.[FastTimes, 19 (3), (2014), 14-18]
Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato（査読有）
28) 地雷検知レーダの性能と不均質土壌特性 . [エレクトロニクス講演論文集 C-1-16, 16, 
(2014)]
高橋一徳、ヤンイーゲル、ホルガープレーツ（査読無）
29) Polarimetric UWB SAR for subsurface imaging of building structures. [Proc. of 
Asian Paciﬁ c Microwave Conference, (2014), 1025-1027]
C. N. Koyama, K. Takahashi, Y. Iitsuka, and M. Sato（査読有）
30) Displacement measurement and monitoring with Ground-Based SAR; case study 
at Aratozawa. [Proc. of Asian Paciﬁ c Microwave Conference, (2014), 1022-1024]
Lilong Zou, Kazunori Takahashi Motoyuki SATO（査読有）
31) スパースアレーを用いた近距離SAR のイメージングの基礎検討 . [信学技報 , (2014), 
101-106]
飯塚泰 , コヤマクリスチャン , 高橋一徳 , 佐藤源之（査読無）
32) Advanced Borehole Radar for Hydrogeology. [AUG Fall meeting, (2014)]
M. Sato（査読有）




34) Soil moisture measurements by Ground Penetrating Radar in Dry Areas. [Proc. 
of 2014 Workshop on ALRC Cooperative Research, (2014), 69-72]
M. Sato, C. Koyama, S. Kuroda, K. Takahashi, and H. Fujimaki（査読無）
35) 金属探知機における土壌磁気的特性の影響 . [EMT-15-58、電子情報通信学会電磁界
理論研究会、, (2015),299-303]
高橋一徳（査読無）
36) Ground-penetrating radar for landmine detection. [Mine Action Seminar, 
Ankara, Turkey, (2015)]
Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato（査読無）
37) 瑞巌寺境内遺跡　瑞巌寺参道再生工事に伴う確認調査報告書　付章　レーダー探査 . 
[松島町文化財調査報告書　第 6 集 , (2015), 21-24] （査読有）
総説・解説記事（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 震災復興を推進するアレイ型地中レーダ「やくも」による遺跡計測 . [日本非開削技
























































































































報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
平成 26年 10月 16日 「最新金属探知機 捜索に 4台投入」（朝日新聞）
平成 26年 10月 16日  読売新聞
平成 26年 10月 16日 「東北大 金属探知機を貸与 捜索用で県警に最新 4台」（中日新聞）
平成 26年 10月 16日 「最新の探知機導入へ 東北大研究室県警に貸与」（信濃毎日新聞）
平成 26年 10月 17日 「金属探知機 4台を東北大が貸し出し」（信濃毎日新聞）
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Lessons learned from the deployment of dual sensor ALIS for humanitarian 
demining in Cambodia[UNMAS/GICHD Mine Action Technology Workshop]
(2014年 6月 18日～ 2014年 6月 20日 , 南アフリカ , Pretoria) 口頭（一般）
Performance of demining sensors and soil properties[UNMAS/GICHD Mine Action 
Technology Workshop]
(2014年 6月 18日～ 2014年 6月 20日 , 南アフリカ , Pretoria) 口頭（一般）
Archaeological survey by GPR for recovery from 3.11 Great Earthquake and tsunami 
in East Japan[15th International Conference on Ground Penetrating Radar 2014]
(2014年 6月 30日～ 2014年 7月 4日 , ベルギー , Brussels) 口頭（一般）
High-resolution imaging of damaged wooden structures for building inspection by 
polarimetric radar[15th International Conference on Ground Penetrating Radar 
2014]
(2014年 6月 30日～ 2014年 7月 4日 , ベルギー , Brussels) 口頭（一般）
Optimization of data sampling and imaging reconstruction by GPR[15th 
International Conference on Ground Penetrating Radar 2014]
(2014年 6月 30日～ 2014年 7月 4日 , ベルギー , Brussels) 口頭（一般）
Fundamental study on NDT of building wall structure by radar[7th European 
Workshop on Structural Health Monitoring]
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(2014年 7月 8日～ 2014年 7月 11日 , フランス , Nantes) 口頭（一般）
Investigation on near range SAR for inspecting inner structure of buildings[IEEE 
International Geoscience and Remote Sensing Symposium]
(2014年 7月 13日～ 2014年 7月 18日 , カナダ , Quebec) 口頭（一般）
Displacement measurement and monitoring with ground-based SAR; case study at 
Aratozawa[Asia-Paciﬁ c Microwave Conference]
(2014年 11月 4日～ 2014年 11月 7日 , 日本国 , 仙台 ) 口頭（一般）
Polarimetric UWB SAR for subsurface imaging of building structures[Asia-Paciﬁ c 
Microwave Conference]
(2014年 11月 4日～ 2014年 11月 7日 , 日本国 , 仙台 ) 口頭（一般）
Displacement estimation and monitoring from ground-based SAR amplitude 
components[Asia-Paciﬁ c Microwave Conference]
(2014年 11月 4日～ 2014年 11月 7日 , 日本国 , 仙台 ) ポスター（一般）
Ground-penetrating radar for landmine detection[Mine Action Seminar]
(2015年 2月 5日～ 2015年 2月 6日 , トルコ , Ankara) 口頭（一般）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Polarimetric near-range UWB SAR imaging for non-destructive testing of wooden 
walls[電子情報通信学会電磁界理論研究会 ]
(2014年 5月 24日～ 2014年 5月 24日 , 東京 ) 口頭（一般）
電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発　（25 年度成果）[物理探査学
会第 130 回 (平成 26 年度春季 ) 学術講演会 ]
(2014年 5月 28日～ 2014年 5月 30日 , 東京 ) 口頭（一般）
データ分割による地表面設置型合成開口レーダ大気補正のための CS 検知法 [電子情報
通信学会アンテナ・伝播研究会 ]
(2014年 8月 28日～ 2014年 8月 29日 , 新潟 ) 口頭（招待・特別）
地雷検知レーダの性能と不均質土壌特性 [電子情報通信学会ソサイエティ大会 ]
(2014年 9月 23日～ 2014年 9月 26日 , 徳島 ) 口頭（一般）
スパースアレーを用いた近距離 SAR のイメージングの基礎検討 [電磁界理論シンポジ
ウム ]
(2014年 11月 20日～ 2014年 11月 22日 , 草津 ) 口頭（一般）
金属探知機における土壌磁気的特性の影響 [電子情報通信学会電磁界理論研究会 ]
(2015年 1月 29日～ 2015年 1月 30日 , 大阪 ) 口頭（一般）
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受賞・その他特記事項（2014年 4月～ 2015年 3月）
研究奨励賞 2014年 [みやぎ産業科学振興基金 ]
トーキン財団奨励賞 2015年 [公益財団法人トーキン科学技術振興財団 ]
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
基盤研究 (C) 2012年 4月～ 2015年 3月
[土壌特性の解析による地雷検知センサ性能評価とその応用 ]
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 偏波GB-SAR によるコンクリート壁内部損傷の非破壊センシングのための基礎実験 . 
[電気学会論文誌 A, 134(4), (2014), 166-172]（査読有）
高橋一徳 , 岡村菜花 , 佐藤源之
2) 電磁波を用いた建造物非破壊センシング技術の研究開発　（25 年度成果）. [物理探査
学会第 130 回 (平成 26年度春季 ) 学術講演会論文集 , (2014)]（査読有）
佐藤源之、高橋一徳、クリスチャンコヤマ
3) Polarimetric near-range UWB SAR imaging for non-destructive testing of wooden 
walls. [電気学会研究会資料 , (2014)]（査読無）
Christian N. Koyama, Hai Liu, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato
4) Influence of heterogeneous soils and clutter on the performance of ground-
penetrating radar for landmine detection. [IEEE Transactions on Geoscience and 
Remote Sensing, 52 (6), (2014), 3464-3472]（査読有）
Kazunori Takahashi, Jan Igel, Holger Preetz, Motoyuki Sato
5) Archaeological survey by GPR for recovery from 3.11 Great Earthquake and 
tsunami in East Japan. [Proc.15th International Conference on Ground Penetrating 
Radar 2014, (2014), 25-30]（査読有）
Motoyuki Sato, Hai Liu, Tomohiro Komagino, Kazunori Takahashi
6) High-resolution imaging of damaged wooden structures for building inspection 
by polarimetric radar. [Proc.15th International Conference on Ground Penetrating 
Radar 2014, (2014), 438-443]（査読有）
Hai Liu, Christian N. Koyama, K. Takahashi, M. Sato
7) Optimization of data sampling and imaging reconstruction by GPR. [Proc. 15th 
International Conference on Ground Penetrating Radar 2014, (2014), 634-637]（査読
有）
Li Yi, Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi
8) Fundamental study on NDT of building wall structure by radar. [Proc. 7th 
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European Workshop on Structural Health Monitoring, (2014), 1817-1824]（査読有）
Motoyuki Sato, Hai Liu, Christian N. Koyama, Kazunori Takahashi
9) Investigation on near range SAR for inspecting inner structure of buildings. [Proc. 
IEEE International Geoscience and Remote Sensing Symposium, (2014), 2601-2604]
（査読有）
Motoyuki Sato, Kazunori Takahashi, Hai Liu, Christian N. Koyama
10) データ分割による地表面設置型合成開口レーダ大気補正のための CS 検知法 . [信学
技報 , (2014), 25-30]（査読無）
高橋一徳、松本正芳、佐藤源之
11) Detection and mapping of UXOs by electromagnetic induction sensor and self-
tracking total station. [Fast Times, 19 (3), (2014), 14-18]（査読有）
K. Takahashi, M. Sato
12) 地雷検知レーダの性能と不均質土壌特性 . [電子情報通信学会ソサエティ大会エレク
トロニクス講演論文集 ,(2014), 16]（査読無）
高橋一徳、ヤンイーゲル、ホルガープレーツ
13) Displacement measurement and monitoring with ground-based SAR; case study 
at Aratozawa. [Proc. Asia-Paciﬁ c Microwave Conference, (2014), 1022-1024]（査読有）
Lilong Zou, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato
14) Polarimetric UWB SAR for subsurface imaging of building structures. [Proc. 
Asia-Paciﬁ c Microwave Conference, (2014), 1025-1027]（査読有）
Christian N. Koyama, Kazunori Takahashi, Yasushi Iitsuka, Motoyuki Sato
15) Displacement estimation and monitoring from ground-based SAR amplitude 
components. [Proc. Asia-Paciﬁ c Microwave Conference, (2014), 1327-1329]（査読有）
Lilong Zou, Kazunori Takahashi, Motoyuki Sato
16) スパースアレーを用いた近距離 SAR のイメージングの基礎検討 . [電気学会研究会
資料 , (2014), 101-106]（査読無）
飯塚泰、コヤマクリスチャン、高橋一徳、佐藤源之
17) Groundwater-level monitoring for hydraulic characterization of an unconfined 
aquifer by common mid-point measurements using GPR. [Journal of Environmental 
and Engineering Geophysics, 19, (2014), 259-268]（査読有）
H. Liu, X. Xie, J. Cui, K. Takahashi, M. Sato
18) 金属探知機における土壌磁気的特性の影響 . [電気学会研究会資料 , (2015), 299-303] 
（査読有）
高橋一徳
19) Sensitivity analysis of soil heterogeneity for ground-penetrating radar 
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measurements by means of a simple modeling. [Radio Science, 50 (2), (2015), 79-86]（査
読有）















































近世史フォーラム , 大阪歴史学会 , 宮城歴史科学研究会 , 日本史研究会 , 明治維新史学














報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
白石市図書館 100 周年を記念　荒武氏ら講演（出演 執筆　新聞　河北新報） 2014年 11
月
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
岩出山古文書読む会平成 26 年度定期総会記念講話（講演会 セミナー） 2014年 4月
白石市図書館貴重書庫整理作業アドバイザー　2014年 4月～ 2015年 3月
利府町公民館平成 26 年度歴史教室（公開講座） 2014年 7月
利府町公民館平成 26 年度歴史教室（公開講座） 2014年 9月
平成 26 年度みやぎ県民大学 大学開放講座（講演会 セミナー） 2014年 9月
多賀城史遊館ボランティアガイド研修会（講演会 セミナー） 2014年 10月～ 2015年 2
月
白石市図書館 100 周年記念講演会（講演会 セミナー） 2014年 11月～ 2014年 11月
学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
東北アジア研究編集主任 2013年 4月～ 2015年 3月
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(学部教育 )
古文書学 2013年～現在
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
商人の日記から社会を読む―地域史と「日本史」をつなぐ―[シカゴ大学東アジア研究
所主催国際シンポジウム ]
(2014年 6月 20日 , アメリカ合衆国 , シカゴ ) 口頭（基調）
「井上淡水日記」からみた近世大坂商人の世界 [ベルリン自由大学国際シンポジウム「く
ずし字の学習と日本文化の理解 研究」]
(2015年 3月 7日 , ドイツ , ベルリン ) 口頭（一般）
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寄附研究部門　上廣歴史資料学研究部門
Regional Societies Domain Finances in Early Modern Japan[Workshop “Public 
Goods Provision in the Early 　Modern 　Economy”]
(2015年 3月 21日 , 日本国 , 東京 ) 口頭（一般）
国内会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
歴史学フォーラム 2014
(2014年 10月 25日 , 大阪 ) ［主催］実行委員
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 日本史学のフロンティア 1―歴史の時空を問い直す―（執筆担当部分）序章　6 頁 s 
10 頁 . [法政大学出版局 , (2015)1 月 ]
荒武賢一朗 , 太田光俊 , 木下光生
2) 屎尿をめぐる近世社会―大坂地域の農村と都市―（執筆担当部分）全文（326頁）. [清
文堂出版 , (2015)1 月 ]
荒武賢一朗
3) 日本史学のフロンティア 2―列島の社会を問い直す―（執筆担当部分）第 4 章（商人
と権力が交差する都市―近世後期の大坂を事例として―）143 頁 s 177 頁 . [法政大学出
版局 , (2015)2 月 ]
荒武賢一朗 , 太田光俊 , 木下光生
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
荒武賢一朗「地域が誇る「特産品」の創出―近世出羽国「大山酒」を事例として―」（『近
世史サマーフォーラム 2013の記録』近世史サマーフォーラム 2013実行委員会、2014













































































東北史学会 , 歴史学研究会 , 日本史研究会 , 宮城歴史科学研究会 , 交通史学会 , 地方史研












日本近世史 . 旅 . 仙台藩 . 温泉 . 風景 . 歴史資料保全
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
古文書を読む会（公開講座） 2012年 4月～現在
上廣歴史資料学研究部門古文書講座（公開講座） 2013年 5月～現在
村田町古文書講座（公開講座） 2014年 8月～ 2014年 10月
はじめての「くずし字」―江戸時代の仙台を読む（公開講座） 2015年 1月～ 2015年 1月




学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
広報情報委員会 2012年 4月～現在
担当授業科目（2014年 4月～ 2015年 3月）
(他大学 )
生活文化史 2013年～現在
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
江戸時代の青根温泉―湯守佐藤仁右衛門家の古文書から―[公開講演会　川崎のほこり
―ふるさとの歴史と文化― ]





(2014年 9月 20日～ 2014年 9月 20日 , 宮城県仙台市 ) 口頭（一般）
江戸時代の旅のまなざし―西から東へ、東から西へ― [宮城野学講座 ]
(2014年 10月 11日～ 2014年 10月 11日、宮城県仙台市 ) 口頭（一般）
近世の温泉と交流―仙台藩領の温泉を事例に―[慶應義塾大学近世近代交流研究会 ]
(2015年 3月 7日～ 2015年 3月 7日 , 東京都港区 ) 口頭（一般）
国内会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
公開講演会　川崎のほこり―ふるさとの歴史と文化―
(2014年 7月 5日～ 2014年 7月 5日 , 宮城県柴田郡川崎町 ) ［主催］全体統括および発
表
2014 年度交通史学会シンポジウム　東北の名所―松島 塩釡のあゆみ―
(2014年 9月 20日～ 2014年 9月 20日 , 宮城県仙台市 ) ［主催］全体統括および発表
2014 年度公開シンポジウム　宮城発自由民権運動再考
(2014年 10月 26日～ 2014年 10月 26日 , 宮城県仙台市 ) ［主催］運営補助
講座：地域の歴史を学ぶ◎岩出山Ⅲ　城―その知られざる歴史―
(2014年 11月 30日～ 2014年 11月 30日 , 宮城県大崎市 ) ［主催］運営補助
その他研究活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
〈書評〉　籠橋俊光著『近世藩領の地域社会と行政（書評） 2014年～ 2014年
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）
若手研究 (B) 2014年 4月～ 2017年 3月
[日本近世における旅の歴史的特質の解明 ]
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 湯けむり復興計画　江戸時代の飢饉を乗り越える . [蕃山房 , (2014)7 月 ]
高橋陽一
2) よみがえる江戸時代の村田―山田家文書からのメッセージ―. [東北大学東北アジア
研究センター , (2014)11 月 ]
高橋陽一、佐藤大介、小関悠一郎
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）





2) 旅先地域と客引き―近世後期の上野国吾妻郡草津村を事例に―. [『交通史研究』, (83), 
(2014), 48-68]
高橋陽一　査読有
3) 石碑のある風景―近世の旅行者と松島―. [『東北アジア研究』, (19), (2015), 123-147]
高橋陽一　査読有






































































報道（2014年 4月～ 2015年 3月）
ＮＨＫファミリーヒストリー「伊達みきお～伊達の名に誓った覚悟とは～」出演
学外の社会活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
「岩出山古文書を読む会」中級講座（公開講座） 2014年 1月～現在
上廣歴史資料学研究部門古文書講座（公開講座） 2014年 5月～現在
公開シンポジウム「宮城発・自由民権運動再考」（公開講座） 2014年 10月～ 2014年 10月
講座：地域の歴史を学ぶ　◎岩出山Ⅲ　城―その知られざる歴史―（公開講座） 2014年
11月～ 2014年 11月
山形県立博物館平成 26 年度古文書歴史講座（公開講座） 2015年 2月～ 2015年 2月




学内活動（2014年 4月～ 2015年 3月）
研究推進委員会 2014年 4月～現在
国際会議主催・運営（2014年 4月～ 2015年 3月）
上廣文化フォーラム「旅人はなぜ行くのか―東北を見つめた人々―」
(2014年 2月 9日～ 2014年 2月 9日 , 宮城県仙台市 ) ［主催］
著書（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) 岩出山伊達家の戊辰戦争―吾妻家文書「奉宿若御用留」を読む―. [東北アジア研究
センター , (2014)11 月 ]
友田昌宏、菊地優子、高橋盛
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）




















































































2008～ 2009年　韓国研究財団 優秀研究支援研究（基礎研究・課題番号 B00810）「Study 
for Mechanism of Intangible Properties Protection Policy in Japan: Focused on 
Corresponding to UNESCO’s World Intangible Heritage Policy」責任研究員
2009年　韓国文化財庁研究プロジェクト「韓国の無形遺産における代表目録の分類体
系並びに基礎資料の研究」共同研究員
2009～ 2012年　韓国研究財団　博士後国内研修研究（課題番号 B00029）「Study for 
Aging and Ordinary Life Arena of the Aged in Contemporary Japanese Society: 







日韓比較研究（課題番号 20320133）」（平成 20年度～平成 22年度科学研究費補助金（基
盤研究 B））研究協力者
2009～ 2011年　「『伝承・習い事』文化における継承と生涯学習の現代的課題に関す
る日中韓比較研究（課題番号 21330178）」（平成 21年度～平成 23年度科学研究費補助
金（基盤研究 B））研究協力者
2010～ 2012年　「文化遺産ガバナンスと社会関係資本の構築と実践に関する民俗学的













まちづくり , 　文化遺産（財）, 　市民参加 , 　祭り , ナショナリズム , 　ツーリズム , 
　日韓比較研究
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
Making Modern History Museums: Colonial Architecture as Heritage and Resource 
in Contemporary Korea[The 7th Kyujanggak International Symposium on Korean 
Studies]






(2014年 8月 30日－ 2014年 8月 31日 , 中国 , 上海市 ) 口頭（一般）
研究論文（2014年 4月～ 2015年 3月）
1) Making Korean Modern Museums: Japanese Colonial Buildings as Heritage and 








韓国学研究院が主催した The 7th Kyujanggak International Symposium on Korean 
Studies “East Asian Print Culture and Archives: Formation and Dissemination 
of knowledge” で “Making Modern History Museums: Colonial Architecture as 




れた。さらに、Thomson Reuters Arts and Humanities Citation Index (A&HCI)に登
録されているレフェリー付き国際学術雑誌 Acta Koreanaに “Making Korean Modern 





































国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
О возможности русской женской литературы[ПОЛИФОНИЯ, Международной 
Литературный фестиваль] (2014年 6月 5－ 8日カザフスタンアルマトゥイ )　国際文学
フェア　公開講演会（招待）
The Image of Nurses of the Great Patriotic War in Soviet Popular Literature and Vi-
sual Media[The 6d East Asian Conference for Slavic Eurasian Studies, 2014 “Peace 
Building in East Asia & the Expansion of Eurasian Cooperation: Dynamics and 
Tasks”] 2014年 6月 27－ 28日韓国ソウルシンポジウム ワークショップ パネル（公募）
Images of Nationalities and Gender strategies: War Monuments and Memorials in 
Russia[The 46th Annual
Convention ASEEES "25 Years After the Fall of the Berlin Wall: Historical Legacies 
and New Beginnings"]
(2014年 11月 20日－ 2014年 11月 23日 , アメリカ合衆国 , サンアントニオ ) シンポジ
ウム ワークショップ パネル（公募）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
後期ソヴィエトにおける独ソ戦記念碑の表象と機能 [2014 年度日本ロシア文学会研究発
表会 ]
(2014年 11月 5日－ 2014年 11月 6日 , 山形市 ) 口頭（一般）
科学研究費補助金獲得実績（文科省・学振）（2014年 4月～ 2015年 3月）










































































2005年 04月～ 2012年 03月　飛騨外縁帯，小滝地域の超苦鉄質岩の岩石学的研究
2007年 07月～継続中　ロシア極東ウスチベラヤ・オフィオライト :かんらん岩の溶融













岩石学 , 地質学 , オフィオライト
国際会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
“Chromitite” in lherzolite-dominant Ophiolite: A Case Study in the Ust’-Belaya 
Ophiolite, Far East Russia[Asia Oceania Geosciences Society, 2014]
(2014年 7月 28日～ 2014年 8月 1日 , , Sapporo) ポスター（一般）
Petrological characteristics of Opx-bearing primitive gabbros from the East Paciﬁ c 
Rise and the Oman ophiolite. [Asia Oceania Geosciences Society, 2014]
(2014年 7月 28日～ 2014年 8月 1日 , , Sapporo) ポスター（一般）
国内会議　発表・講演（2014年 4月～ 2015年 3月）
ロシア極東，ウスチベラヤ．オフィオライトの 2 つのタイプのウェブステライト；その
起源と意義 [日本地球惑星科学連合 2014年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
IODP Exp. 345成果：海洋底から初めて層状はんれい岩採取に成功 . [日本地球惑星科
学連合 2014年大会 ]
(2014年 4月 28日～ 2014年 5月 2日 , 横浜 ) 口頭（一般）
東太平洋中央海嶺ヘスディープ海盆で見つかったMultitextured層状斑れい岩の岩石学
的特徴 [日本鉱物科学会 2014年年会 ]











た。この結果は，横浜で行われた日本地球惑星連合 2014年大会で報告した (口頭発表 )。





常に乏しい，Cr/[Cr+Al] = 0.1) を示すことを発見し，その結果を札幌で行われた国際学
会 Asia Oceania Geosciences Society 2014で報告した (ポスター発表 )。今後の研究課
題としては，これらの特異な岩石の成因を明らかにし，地質学的な意義を考察すること
である。IODP 345次航海では，世界で初めて高速拡大海嶺で形成された下部地殻相当































麻田 雅文　ASDA Masafumi 教育研究支援者
著書
１） 『満蒙 日露中の「最前線」』（単著）2014, 320ページ , 講談社
研究論文
１） スターリンの戦後極東戦略と鉄道、1944-1950年―中国東北・北朝鮮・サハリンを
事例に―, 2014, 『日本植民地研究』, 第 26号 , 2-17（査読付き）
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口頭発表
１） 斯大林的战后远东战略与铁路（1944-1950 年）：以中国东北、北朝鲜，萨哈林为事例 , 
2014 年 11 月 2 日 , 北京 , 中国 , 国际关系史工作坊（第 2期） 招待講演
２） 張作霖とソ連の『同盟』？―ソ連側史料からみた奉ソ協定（1924年）―, 2014年
12月 7日 , 立命館大学 , 第 24回近現代東北アジア地域史研究会大会 , 招待講演
３） 中国長春鉄道の返還をめぐる中ソ関係、1949-1953年 , 2014年 10月 21日 , 防衛大
学校 , 2014年度アジア政経学会東日本大会 , 招待講演
４） ソ連側から見た奉ソ紛争、1929年―ソ連邦初の対外戦争―, 2014年 6月 21日 , 麗












内モンゴル自治区赤峰市喀喇沁（ハラチン）旗、2014年 8月 22日 ~25日
ツォグバダラフ ガンツェツェグ TSOGBADRAKH Gantsetseg 教育研究支援者
該当なし
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佐藤 憲行　SATO Noriyuki 専門研究員
研究論文
１） SATO Noriyuki, Khureenii khotjilt ba damnuuchingiin uusel, uil yavc, pp.65-69. 
B. Punsaldulam (ed.), International conference dedicated to 375th anniversary 
of the capital city Ulaanbaatar“The capital city of Mongolia…. From Nomads 
to Sedenta ry”， Organizer: Governor’s office of the Capital City; Municipal 
Archives Authority ; Institute of History, the Mongolian Academy of Sciences 
(MAS), Ulaanbaatar，2014（モンゴル語）
学術発表
１） SATO Noriyuki, Khureenii khotjilt ba damnuuchingiin uusel, uil yavc: Interna-
tional conference dedicated to 375th anniversary of the capital city Ulaanbaatar
“The capital city of Mongolia…. From Nomads to Sedentary”，Ulaanbaatar，
Organizer : Governor’s ofﬁ ce of the Capital City; Municipal Archives Authority ; 
Institute of History, the Mongolian Academy of Sciences (MAS) （モンゴル語）
中国研究分野







学術交流研討会，南京大学 (中国 )，2014年 4月 26日，口頭発表。
２） 稲澤努，現代中国の「漁民」と宗族―広東省東部汕尾の事例から，日本文化人類学
会第 48回研究大会，幕張メッセ国際会議場 (千葉市 )，2014年 5月 17日，口頭発表。 
３） 稲澤努，現代華南的族群範疇與姓氏―以廣東省梅州市麥姓為例，第 3届国際台湾客
家研究国際研討会，国立交通大学客家研究院 (台湾 )，2014年 11月 8日，口頭発表。
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４） 稲澤努 , 中国地方小都市における祭祀空間とその変遷―広東省汕尾を事例として , 
空間史学研究会 , 東北大学文学研究科 , 2015年 1月 15日 , 口頭発表
岡本 哲明 OKAMOTO Tetsuaki 教育研究支援者
口頭発表
１） 岡本哲明 , 越境大気汚染の条約形成に必要な科学的知見の類型 , STS Network Ja-
pan 夏の学校 , 2014年 9月 5日 , 愛知 , 名古屋大学東山キャンパス , 口頭発表
２） 岡本哲明 , 越境大気汚染の大気環境管理枠組み形成に資する科学アセスメントの必
要条件 , 環境経済・政策学会 2014年大会 , 2014年9月13日 , 東京 , 法政大学多摩キャ
ンパス , 口頭発表
３） 岡本哲明 , 越境大気汚染問題の必要条件と問題対処のための国際枠組み形成の関
係 , 科学社会学会 第 3回年次大会 , 2014年 9月 27日 , 東京 , 東京大学本郷キャン
パス , 口頭発表
４） 岡本哲明 , 東北アジアにおける大気環境管理枠組み形成の停滞要因 －越境大気汚
染の科学評価の観点から－ , 日本国際政治学会 2014年度年次大会 , 2014年 11月
15日 , 福岡 , 福岡国際会議場 , 口頭発表
盧 向春 LU Xiangchun 教育研究支援者・産学官連携研究員
研究論文
１） 『「潜在能力アプローチ」による地域交通システムの評価』（共著）盧向春　『尚絅学
院大学　紀要』, 第 67号 , pp.55-71, 2014年 7月　査読有


















２） Sunhee Lee and Saihanjuna（共同） “Mobility of Chinese and Korean Marriage 
Migrants in Japan Rural Areas” 、第 18回　ISA　World Congress of Sociology、
横浜国際平和会議場（神奈川県）、2014年 7月 17、研究発表
３） Sunhee Lee  “Reconsidering Communities and the Mobility of Marriage Mi-
grant Women　in Rural Areas of Japan”、IUAES 2014　with JASCA、幕張メッ
セ（千葉県）、2014年 5月 16日 ,　研究発表
佐々木 聡 SASAKI Satoshi 専門研究員
研究論文
１） 佐々木聡，《礼緯含文嘉・精魅篇》的辟邪思想与鬼神観，『復旦学報（社会科学版）』，













１） 『社会主義社会の経験―モンゴル人女性たちの語りから―』　220p、2014年 8月 1日、
東北大学出版会、仙台
地域生態系研究分野
木村 一輝　KIMURA Kazuki 研究支援者・産学官連携研究員
研究論文（査読有り）
１） Kimura, K., & Chiba, S. (2015) The direct cost of traumatic secretion transfer 
in hermaphroditic land snails - individuals stabbed with a love dart decrease 
lifetime fecundity. Proceedings of the Royal Society of London B 282: 20143063. 
２） Kimura, K., Hirano, T. & Chiba, S. (in press) Assortative mating with respect 
to size in the simultaneously hermaphroditic land snail Bradybaena pellucida. 
Acta Ethologica
３） Hirano, T., Kameda, Y., Kimura, K. & Chiba, S. (2015) Divergence in the shell 
morphology of the land snail genus Aegista (Pulmonata: Bradybaenidae) under 
phylogenetic constraints. Biological Journal of the Linnean Society 114: 229-241. 
４） Kimura, K., Chiba, S. & Koene, J.M. (2014) Common effect of the mucus 
transferred during mating in two dart-shooting snail species from different 
families. The Journal of Experimental Biology 217: 1150-1153. 
研究論文（査読無し）
１） Kimura, K. (2015) Interference effect of the alien land snail Macrochlamys 
sp. on the native land snail Bekkochlamys perfragilis. Research Bulletin of 
Environmental Education Center, Miyagi University of Education 17: 59-61.
学会発表
１） 木村一貴、千葉聡「カタツムリの外傷的交尾：恋矢で刺されるコストと体サイズ」
日本生態学会 2015年大会、鹿児島、2015年 3月 21日、ポスター
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資源環境科学研究分野
飯塚 泰 IITSUKA Yasushi産学官連携研究員
研究論文
１） 飯塚泰 , コヤマクリスチャン , 高橋一徳 , 佐藤源之 , スパースアレーを用いた近距
離 SARのイメージングの基礎検討 , 電気学会研究会資料 , EMT-14-142, 101-106, 査
読無
コヤマ クリスチャン ナオヒデ  産学官連携研究員
研究論文
１） M. Sato, H. Liu, K. Takahashi, and C. Koyama, Investigation on near range 
SAR for inspecting of inner structure of buildings, Proc. of IGARSS 2014, Jul. 
13–18, Quebec, Canada, pp. 2601-2604, 2014. (査読有 )
２） C. N. Koyama, K. Takahashi, Y. Iitsuka, and M. Sato, “Polarimetric UWB SAR 
for subsurface imaging of building structures,” Proc. of APMC 2014, Nov. 4-7, 
Sendai, Japan, pp. 1025-1027, 2014. (査読有 )
３） H. Liu, C. N. Koyama, K. Takahashi, and M. Sato, “High-resolution imaging 
of damaged wooden structures for building inspection by polarimetric radar,” 
Proc. of GPR 2014, Jun. 24–29, Brussels, Belgium, pp. 438-443, 2014. (査読有 )
４） M. Sato, H. Liu, C. Koyama, and K. Takahashi, “Fundamental study on NDT of 
building wall structure by radar,” Proc. of 7th European Workshop on Structur-
al Health Monitoring, July 8-11, Nantes, France, pp. 1817-1823, 2014. (査読有 )
５） W. Korres, T. Reichenau, P. Fiener, C. N. Koyama, H. Bogena, T. Cornelissen, 
R. Baatz, M. Herbst, B. Diekkrueger, H. Vereecken, and K. Schneider, “Spa-
tio-temporal soil moisture patterns – A meta-analysis using plot to catchment 
scale data,” Journal of Hydrology, Vol 520, pp. 326-341, 2014. (査読有 )
学会発表
１） C. N. Koyama, M. Sato, S. Kuroda, K. Takahashi, and H. Fujimaki, Soil Mois-
ture Measurements by Ground Penetrating Radar in Dry Areas,” 平成 26年度乾
燥地研究センター共同研究発表会 , Dec. 7th, Tottori, Japan, 2014, 口頭発表
２） C. N. Koyama, K. Takahashi, Y. Iitsuka, and M. Sato, Polarimetric UWB SAR 
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for subsurface imaging of building structures, Asian Paciﬁ c Microwave Confer-
ence 2014, Nov. 7th, Sendai, Japan, 2014, 口頭発表
３） C. N. Koyama, H. Liu, K. Takahashi, and M. Sato, “近距離ポーラリメトリッ
ク UWB-SARによる木造構造物の非破壊検査 ,” IEICE Electromagnetic Theory 
Technical Meeting, May 24th, Tokyo, Japan, 2014, 口頭発表
４） C. N. Koyama, H. Liu, and M. Sato, “Pi-SAR2 square-ﬂ ight imaging of tsunami 
affected areas in Japan – surface parameter estimation by multi-aspect super 
high-resolution PolSAR data,” EUSAR 2014, June 3rd, Berlin, Germany, 2014, 
口頭発表
５） C. N. Koyama and M. Sato, “Estimation of soil moisture and debris pile volume 
from Pi-SAR2(X) and Pi-SAR-L2 square-flight data,” Int. Geoscience and Re-
mote Sensing Symposium 2014, Jul. 15th, Quebec, Canada, 2014, 口頭発表
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